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日本染織工業
取締役社長越智
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木 社 電話系良@り本社1場奈良市大呂町2丁目3番7

電話奈良囲57郭・5756西大寺工場奈良市西大寺町 160
f jr /:モ:ノ

電話京都(361)5345(代)京都商事部京都市下京区不明門通り六条、トZ,
電話大阪(20部5908大阪営業所大阪市東区淡路町'2丁目野ロビ,L

株式会社
太郎

営業種 目

自動^又1;呈"f^

▼

お飲みものから
お湯のことなら、自動電気温水器におまかせください
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近畿電気工率株夫會社

お風呂まで

( ( 鴫
Kinki Electrical construction company,1ncorporated.
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^関西電力
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奈良名所遊覧バス
お 1人でも乗れる

事

公園名所めぐり
●約 3時問 550円

奈良・法隆寺・西の京めく1j
●約 6時問30分1,330円

去隆寺・西の京めぐり
●約 4時問30分1,210円

平城・浄瑠璃寺めぐり
●約 4時問30分1,010円

飛鳥・山の辺めぐり
●約 6時問30分1,155円

奈良奥山ドライブコース
●約 2時問 455円
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奈良近鉄タクシー株式会社

奈良
、1h 11
紀寺
法華寺
尼←辻

西大寺

あやめ池

登美が斤

大 11

取締役社長

良⑳ 118 1 大代表

杉本勝彦

<事業場一覧>

鮴奈良⑮0096・⑮0981
先'駒生.駒③2067・③4321
片一駒 h 生駒③2965
九条郡山②7246
天卯天理(§)14脇・②0082

奈良の5501代 ^上マ.
電二,
f王J

クφ?聡71
ノノ⑳H85
力命0966
ノノ 1⑳64田

八永橿原②1032.②21U力⑮四87代
ク⑮0095
ク⑮0091代 τヨニゴ

しー

ク⑮07幻 巨ニコ

1語所!11巾Υ七'
阪
田

ク f2)0478
1割取2043
高田②5921代

桜井
榛原

こ,

玉1 条
ト市

上市

吉野山
柏木
古野

yシ

生コン

桜井②6288代②2070
棒原⑤0551代
大宇陀③0018・③0049
五条②3297代
下市②3705代
吉野2961代
ク 3021
柏木 33
古野5305代

商工債券の御案内

(利付商工債券).ノソン

期問 5年・年利回り 7.638%

■ワりシ,ー(割引商工債券)
期問 1年・年利回り 6.02%

圏組合bせ貯蓄概算例

組合わせ貯蓄
リッ:ノヨ
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-1・ーー声一■
30万円 43万4千判余 42、力8千円余削揺 59b虫}!.
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_貯蓄>主お書き下さ

●商τ中金の窓口で印鑑持参の上、俳
員に<組合hせ貯蓄>主お申し付げ

!学園則

1' 1べ、1[山

1、;、(曼7

●遠方の方、お忙1.い方ば振替送金左
ゞ刊用下さhぱ簡単にお申込みにな

イ細介

商工組合中央金庫奈良支店
奈良市H小路吻'25番地の 1
T E L (奈良)⑳ 1 2 2 1
振替貯金(大阪)14417

τ一

垣

4

本

取締役社長垣内藤
奈良市大宮町1丁目1番15号1占
電話奈良 0742 ⑳ 5425~9
京都市下京区西,七条東石ケ坪町32ル

電話京都 075 (313) 4 6 1 6
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石炭・石油・薪炭・豆炭・煉炭
プロバンガス・セメント・スレート

^^下出商会

Z》、
J式

社奈良市北京終町62 T 醗 1,奈良セコ・5101~3イ~

取締役社長下出久治郎
大阪支店大阪市北区佃田町卯新阪神ヒルフ兇

T ト:1、大11t(3田ナ2695~フ
奈良而大森町268 1 ト:1,力t良佗コー5 105~6t111
ク法.迎仲町1016 '!' 1C I,ノノセコーー・7651

、'〔糸冬糸合1由j所フ艾倉1車 ク南験終町5 11C I"クセ、゛ー・・5』01
紀寺給油所 ク示己、!i・"1丁75S 1、ト:1, b t?'゛-7632
デ丈 良中央綸油所 ク 1ルiオく辻ヰ・HHJ'3Ⅱの1
名阪奈良給油所大和郡山市伊豆七条町Ⅱ-3

I f l_,郡1Πじ.り・-0'工1
神殿1,1、G允,唄所奈良市1小殿田13兜 1 ト:1"芳々j{1・邸 、、] J、、】 1 、

欠田 1" P G 允唄所 大阪市来住吉区矢醐枯木四171
T E L大阪(698)-0569

上Σ一ー_ニニニニ「7t--フ^ー^ーニニ

戸
ー
ー

L

r
、

ユ

ス

一

,
R

ー
,
ー
ー

.

、
ー
ー

X
 
、
、

"

Lノイ

B

)

.、

(

.ツ

株
会

]
]

叶

乃

所
斤由

人
口
人
口

ι
本
ι
那 Υ

、

盲
↓
ヒ

-
J大

11

良
蓮

奈
法

丈
又
ゾ
河

一1

」
一
一■

、
凸L

一

ハ

空
高

1
〒

.
J
 
,
f



j

.、.

/

ι

る売を

T

室

4
4
シ

質ロロロロ

印

・
:
W

万
国
博
商
業
道
徳
向
上

/
運
"

、(
.

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
世
紀
の

祭
典
、
日
本
万
国
博
覧
会
が
大
阪
に
お
い
て
六
ケ
月

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
が
、
こ
の
機
会
に
、
内
外

客
の
受
け
入
れ
に
つ
き
一
層
配
慮
し
、
良
い
印
象
を

手
え
る
と
と
も
に
、
信
頼
を
一
局
め
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
全
国
商
工
会
議
所
は
、
一
体
と
な
っ

て
、
こ
の
重
要
課
題
に
取
り
組
み
、
接
客
マ
ナ
ー
の

向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
正
札
販
売
、
正
量
販

売
、
品
質
表
示
な
ど
を
的
確
に
実
施
し
、
適
正
価
格

お
よ
び
料
金
に
ょ
る
販
売
と
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
期

し
、
わ
が
国
商
業
道
徳
の
向
上
を
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。

推
進
1

(
4

第
四
十
一
回
議
県
零

奈
良
県
中
小
企
業
振
興
施
策
決
ま
る

日
本
万
国
博
開
会
さ
る

日
商
会
員
総
会
開
催
さ
る

会
議
所
意
見

会
議
所
意
見
・
:

コ
ン
テ
ナ
ー
時
代

随
想
「
人
生
と
酒
」

沈
通
近
代
化
施
策
の
今
後
の
方
向

経
営
と
税
金

信
用
保
証
制
度
に
つ
い
て

高
等
学
校
卒
業
者
採
用
手
続
・
・

人
の
使
い
方
・
・
・
・

会
郡
の
う
ご
き

会
員
消
息

小
売
物
価

、
ず目

23
:
.
フ1 4

・
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・
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:
 
57

1
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18 16
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ワールドコ
ARAI SHOTEN

KAMI SHIMIZU.
NARA
(22) 281TEL (23) 281
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13 Ⅱ

4
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東京工場

谷国産輸入・熔煎加工

眺桝、、喫茶クリル材料卸

共同精版印刷株式会社
取締役社長近東弘 七

ワイ

本社工塲

大阪1場

奈良市尼辻町 1 丁目 57フ

火阪市南区竹屋町7番地

東京都文京区小石川 4丁目15の15

刷

電話奈良代表(33)6501番

電話大阪代表(271)7951番

電話東京代表(幻3)7451番
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一

昭
和
四
十
五
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
を
決
定

Π
第
四
十
一
回
議
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総
会
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当
所
第
四
十
一
回
議
員
総
会
は
、
去
る
三
月
二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
友
楽
観
光

ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
大
森
会
頭
、
議
長
と
な
り
、
本
年
度
の
事
業
計

画
案
及
び
一
般
会
計
収
支
予
算
案
を
審
議
さ
れ
活
発
な
質
疑
応
答
の
末
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

基
本
方
針

本
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、
昨
年
九
月
よ
り
始
っ
た
景
気
調
整
措
置
を
と
ら
れ
つ

つ
も
依
然
景
気
は
上
昇
を
統
け
今
後
も
拡
大
傾
向
を
た
ど
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
発
展
途
上
国
の
追
上
げ
、
特
恵
関
税
問

題
、
資
本
自
由
化
の
拡
進
な
ど
国
際
化
の
進
展
に
ょ
る
直
接
的
・
間
接
的
な
影
饗

ま
た
一
方
、
労
働
力
の
深
刻
な
霊
、
そ
れ
と
関
連
し
て
の
賃
金
の
高
騰
な
ど
企
業

経
営
の
上
に
一
段
と
き
び
し
さ
を
加
え
て
い
る
0
 
ま
た
、
当
市
産
業
界
に
と
っ
て
は
、

保
存
と
開
発
の
絢
和
或
は
又
公
害
対
策
と
生
産
性
の
魁
、
更
繞
通
革
新
に
ょ

る
商
店
街
対
策
等
非
常
に
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
時
恰
か
も
本
年
は
万
国

博
開
催
の
年
で
も
あ
り
、
今
後
の
こ
れ
ら
内
外
情
勢
の
推
移
に
即
応
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
四
十
五
年
度
の
重
点
事
業
の
中
核
と
し
て
次
の
通
り
事
業
活
動
を
進
め
た
い
。

一
、
中
小
企
業
の
近
代
化
の
推
進

七
十
年
代
の
課
夕
し
て
の
国
際
化
の
進
展
と
技
術
革
新
、
若
年
労
働
力
不
足

4

時
代
を
む
か
え
経
営
者
の
新
た
な
る
自
覚
を
う
な
が
す
と
共
に
企
籍
営
の
近
代

化
、
効
率
化
、
省
力
化
を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
中
小
企
業
の
構
造
改
善
の
た

め
恊
業
化
、
集
団
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
小
規
模
企
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
相
談
所
の
機
能
を
従
来
以
上
に
一

層
強
化
し
て
普
及
事
業
の
徹
底
を
図
る
。

ニ
、
流
通
機
構
の
近
代
化
の
促
進

流
通
機
構
の
変
革
に
対
処
し
て
業
種
別
に
高
度
化
対
策
を
靭
究
す
る
と
と
も
に

顧
客
流
出
防
止
対
策
と
し
て
中
心
商
店
街
の
近
代
化
、
再
編
成
の
促
進
、
さ
ら
に
、

生
鮮
食
料
品
卸
市
場
近
代
化
の
動
き
と
交
通
渋
滞
を
も
加
わ
っ
た
卸
機
能
低
下
に

対
す
る
改
善
・
合
理
化
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
そ
の
対
策
を
推
学

る
0

妙

本
年
は
万
国
愽
会
期
に
あ
た
り
、
当
市
に
も
外
客
が
多
数
訪
れ
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
の
で
、
商
業
道
徳
高
揚
運
動
を
お
し
進
め
る
と
共
に
国
際
親
善
店
を
中
心

に
、
外
客
の
受
入
れ
に
万
全
を
期
し
国
際
親
善
を
深
め
る
と
共
に
ク
心
の
古
里
ι

奈
良
の
声
価
を
高
め
観
光
振
興
を
推
進
す
る
。

以
上
の
事
項
を
重
点
に
置
き
振
興
策
を
す
す
め
る
と
共
に
会
議
所
の
使
命
益
々
重

き
を
加
え
る
に
当
り
一
層
活
動
の
活
発
化
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
商
工
業
者
結
集
の

場
と
し
て
ま
た
会
議
所
活
動
の
拠
点
で
あ
る
能
率
的
な
会
館
の
必
要
性
か
ら
会
館
建

設
驫
極
的
に
取
組
み
会
議
所
基
盤
の
強
化
を
は
か
る
。

Ξ
、
雇
用
、
労
働
対
策
の
強
化

労
働
力
不
足
は
若
年
労
働
力
を
中
心
に
今
後
ま
す
ま
t
深
刻
化
し
、
産
業
発
展

の
最
大
の
俊
路
と
な
っ
て
い
る
現
誓
鑑
み
当
所
と
し
て
は
、
関
係
庁
の
協
力
を

求
め
人
材
開
発
コ
ー
ナ
ー
、
婦
人
潜
在
労
働
力
(
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
)
の
活
用
等

の
雇
用
の
促
進
を
一
層
強
力
に
進
め
る
と
と
も
に
労
務
改
善
事
業
を
中
心
に
労
務

管
^
の
徹
底
に
ょ
る
定
着
性
の
向
上
を
は
か
り
、
ま
た
人
的
能
力
の
開
発
の
た
め

各
種
訓
練
講
座
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

四
産
業
経
済
政
策
に
関
す
る
意
見
活
動
の
強
化

前
述
の
通
り
極
め
て
厳
し
裕
勢
下
に
立
た
さ
れ
て
お
り
財
政
・
金
融
・
税
制

・
物
価
ま
た
公
害
対
策
等
の
問
誓
一
層
恩
を
払
い
、
積
極
的
§
見
活
動
を

実
施
す
る
。

五
、
国
際
親
善
と
観
光
振
興
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昭
和
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年
度
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奈
良
県
中
小
企
業
振
興
の
主
要
施
策
決
ま
る

部

ξ

ト

県
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
の
中
小
企
業
振

興
の
主
要
施
策
を
汰
の
よ
う
に
決
め
た
。

一
九
七
0
年
代
峡
い
わ
ゆ
る
解
放
経
済
体

制
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

県
内
中
小
企
業
が
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う

体
質
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、
予
算
に
お
い
て

商
工
費
で
約
五
号
、
財
政
資
金
(
特
別
会
計

)
で
八
0
%
の
増
額
(
前
年
対
比
)
を
行
な
う

と
共
に
、
機
構
の
面
で
は
、
従
来
農
業
関
係
と

共
に
経
済
部
に
あ
っ
た
商
工
行
政
が
、
関
係
の

最
も
深
い
労
働
行
政
と
一
体
と
な
り
商
工
労
働

部
に
所
属
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
、
今
後
ま
す

ま
す
き
び
し
く
な
る
労
働
力
不
足
に
対
処
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た

施
策
の
主
な
内
容
は
、
ま
ず
第
一
に
、
中
小

企
業
の
構
造
改
善
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
資

本
の
自
由
化
、
発
展
途
上
国
の
追
い
あ
げ
な
ど

か
ら
わ
が
国
産
業
は
そ
の
大
小
を
問
わ
ず
再
編

成
を
迫
ま
ら
れ
て
お
り
、
大
企
業
で
は
そ
れ
ぞ

れ
再
編
成
を
す
す
め
て
い
る
が
、
中
小
企
業

は
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
過
少
過
多
性
か
ら
将

来
に
不
安
を
も
ち
な
が
ら
、
な
お
積
極
的
に

対
応
策
を
実
施
す
る
も
の
が
極
め
て
少
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
手
繊
総
工
業
を
は
じ
め
、
製
材

芙
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
エ
業
、
染
色
業
な
ど
の
協

業
化
、
集
団
化
、
共
同
化
な
ど
に
ょ
る
構
造
改

善
、
高
度
化
事
業
を
重
点
的
に
行
な
う
こ
と
と

し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
事
業
の
当
事
者
と
な
る
経

の

費
金
金
入
金
入

担
付
、
附
収

会
負
交
事
寄
雑

1
2
3
4
5
6
7

計

2
3

ー
ー

者
営
や
今
後
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
経
営
者
は
、
従
来
の
中
小
企
業
岩
瓢
か

ら
早
急
に
脱
皮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

ら
経
営
者
の
視
野
を
広
め
、
意
識
能
力
向
上

の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
産
業
視
察
団
の
張
、
「

社
長
教
会
土
」
の
開
催
な
ど
を
あ
b
せ
器
す
る

こ
と
に
し
た

第
二
に
、
経
済
発
展
を
支
え
る
大
き
い
柱
の

一
つ
は
、
め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
に
あ
る
こ
と

は
周
知
の
と
船
り
で
あ
る
。
資
本
の
自
由
化
、

発
展
途
上
国
の
追
い
あ
げ
も
技
術
水
準
の
程
度

に
ょ
っ
て
そ
の
影
響
は
ち
が
っ
て
く
る
こ
と
は

明
瞭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
中
小
企
業

の
技
術
向
上
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し

た
。
す
な
わ
ち
、
工
業
試
験
場
を
新
築
移
転
し

て
拡
充
す
る
と
共
に
技
術
研
究
の
充
実
に
ょ
り

業
界
技
術
向
上
の
基
盤
を
す
え
る
こ
と
と
し

ナ
第
三
に
は
、
資
儒
要
の
増
大
と
、
金
融
引

締
め
に
対
応
す
る
た
め
、
侵
融
資
の
増
枠
を

は
力
っ
九

こ
れ
ら
は
、
中
小
企
業
経
営
者
の
要
望
と
熱

邑
応
え
る
と
共
に
、
今
後
の
中
小
企
業
の
方

向
を
示
し
た
も
の
で
、
一
連
の
構
造
改
善
、
高

度
化
璽
に
つ
い
て
峡
商
工
誇
団
体
と
緊

密
な
連
け
い
を
と
り
な
が
ら
、
充
分
な
診
断
指

遵
を
行
な
い
、
真
に
織
造
改
善
、
高
度
化
の
実

を
あ
げ
、
県
内
中
小
企
業
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

合計合

3

昭和45年度一般会計収支予算書
自昭和45年4月1日至昭和46年3月31日

(単位円)
収入

13,735,000
1,120,500
6,490,000
960,000
1,000
45,000
50,000前年度繰越金

1.給与費
費2.旅

3.事務局費
4.会議費
15.事業費

法定台帳作成6' 管理運用費
フ.選挙費
8.交際費
9.公課分担金
福1利厚生費10.

退職資金積立
金特別会計繰11.
入
雑 費
予備費

支出

、、

フ,451,000
500,000
750,000
796,000

9,150,000

1,200,000

200,000
200,000
663,000
650,000

22,401,500

780,000

56,500
5,000

22,401,500

^
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東
洋
に
お
け
る
初
め
て
の
祭
典
日
本
万
国
博

覧
会
は
三
月
十
五
日
華
ん
し
く
開
会
さ
れ
た
。

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

を
目
指
し
て
集
ま
っ
た
国
心
は
実
に
七
十
七
力

岡
万
国
博
創
始
以
来
の
最
盛
典
で
あ
る
。

尚
会
期
は
九
月
十
三
日
ま
で
の
六
ケ
月
間
。

^
会
挫
、
中
央
県
畠
北

に
広
が
る
「
シ
ソ
ボ
ル
ゾ
ー
ソ
」
と
呼
ぱ
れ
る
地

域
を
中
心
に
、
こ
こ
か
ら
東
西
南
北
の
各
出
入

ロ
へ
伸
び
る
「
動
く
歩
道
」
を
骨
格
と
し
て
、

す
べ
て
の
施
設
が
村
機
的
に
結
び
つ
き
、
全
体

が
ま
と
ま
っ
た
ひ
と
つ
の
都
市
と
し
て
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

シ
ソ
、
ポ
】
ル
ゾ
ー
γ
に
は
、
お
祭
り
広
場
や

テ
ー
マ
館
系
ま
り
展
示
館
は
、
中
央
の
池
の

ま
わ
り
に
小
規
模
館
が
、
周
辺
の
台
地
に
大
規

椣
館
が
配
催
さ
れ
、
し
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
動

く
釜
ぞ
い
の
広
場
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て

、

ノ

ノ

、

、
4
 
.
、
,

゛
一
一
,
"
、

ノ
ノ
、

ノ

¥

q

ι
゛
W
V
 
、
,
、
一

ノ

、
、

、
、

ノ

ノ

y

1

N
、

ノ

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
シ
ソ
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
南
池
は
、
高
さ

三
o
m
の
エ
キ
ス
ポ
タ
ワ
1
が
そ
び
え
て
い

ま
す
。会場

の
北
部
に
は
日
本
庭
園
が
広
が
り
、
南

部
に
は
大
遊
園
地
エ
キ
ス
.
ホ
ラ
ソ
ド
が
で
き
、

東
西
南
北
の
各
出
入
口
の
外
側
に
は
、
駐
喪
W

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

翰
送
機
関
と
し
て
は
、
場
内
を
一
周
す
る
最

新
式
の
「
モ
ノ
レ
ー
ル
」
と
、
展
示
館
の
間
を

高
架
で
走
る
動
く
歩
道
の
ほ
か
、
遊
覧
用
と
し

て
西
口
か
ら
万
博
ホ
ー
ル
の
西
側
ま
で
の
間
に

「
戸
ー
プ
ウ
エ
イ
」
が
設
け
ら
れ
、
新
し
く
開

発
さ
れ
た
電
気
自
動
車
も
登
場
し
ま
す
。

△
テ
ー
マ
館

テ
ー
マ
館
は
、
、
ゾ
ソ
、
ポ
ル
ゾ
】
ソ
の
大
屋
根

を
つ
き
ぬ
け
て
そ
び
え
る
"
雨
の
塔
"
を
中

心
に
、
地
下
、
地
上
、
空
中
の
三
つ
の
空
周
で

朧
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
の
塔
の
左
側
に
は
"
母
の
塔
"
が
、
右

側
に
は
,
青
春
の
塔
"
が
建
て
ら
れ
、
こ
の
三

本
の
塔
も
三
つ
の
空
問
が
一
体
と
な
っ
て
、
テ

々
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
が
ト
ラ
々
チ
ッ

ク
に
展
示
さ
れ
、
人
類
の
過
去
、
現
在
、
柔

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

△
内
外
展
示
館

展
示
館
は
、
科
学
と
文
化
の
祭
典
と
い
b
れ

る
万
国
愽
の
主
役
で
す
。

-
0
0
を
越
え
る
展
示
館
は
、
し
ず
れ
も
現

代
建
築
技
術
の
粋
を
集
め
て
建
て
ら
れ
て
お

も
円

れ
⑳

何
11

も
円

れ
印
何

、
y

、
ー

}り
の

゛

や
・
ち

急
ハ
一

ノ

り
、
館
内
に
は
各
国
の
誇
る
科
学
や
文
化
の
成

果
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
展
参
加
者
は
、
海
外
か
ら
七
七
力
国
、
四

国
際
機
構
一
政
庁
、
六
州
、
二
市
、
二
企
業
、

国
内
か
ら
日
本
政
府
を
は
じ
め
、
地
方
公
共
団

体
、
二
公
共
企
業
体
、
ニ
ハ
民
間
傘
、
団
体

が
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

△
お
祭
り
広
場
1
多
彩
な
世
界
の
祭
り

お
祭
り
広
場
は
、
、
ソ
ソ
ボ
ル
ゾ
ー
ソ
の
ほ
、
ほ

中
央
に
位
置
し
、
午
前
は
ナ
シ
"
ナ
ル
デ
ー
の

式
典
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
「
祭
典
の
場
」
、
午

後
は
「
い
こ
い
の
場
」
、
そ
し
て
夜
は
「
催
し

の
場
」
と
な
り
ま
す
。

客
席
は
約
一
万
四
千
人
を
収
容
、
料
金
は
無

料
、
お
も
な
催
し
物
は
汰
の
通
り
で
す
。

<
五
月
>
子
供
の
ま
つ
り
、
ミ
ス
,
イ
ソ
タ

ー
ナ
シ
"
ナ
ル
世
界
大
会
、
ミ
ニ
ー
ジ
ッ
ク

亀
本
日
、
こ
こ
に
第
三
十
一
回
通
常
会
員
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
の

会
僻
よ
り
か
く
も
多
数
の
ご
参
会
を
得
ま
し

た
こ
と
は
、
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
機

会
を
か
り
て
、
わ
が
国
の
当
面
す
る
い
く
つ
か

の
問
題
に
つ
い
て
、
一
一
言
申
し
述
べ
て
み
た
い

と
存
じ
ま
す
。

昨
秋
、
日
米
間
に
船
い
て
、
日
本
国
民
の
長

年
に
わ
た
る
念
願
で
あ
っ
六
沖
縄
の
七
十
二
年

系
と
日
米
安
全
保
障
条
約
の
保
持
が
合
意
さ

れ
ま
し
た
。

私
は
、
去
る
三
月
十
九
、
二
十
日
の
両
日
、

大
阪
に
船
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
五
回
沖
縄

経
済
振
興
畿
会
に
日
本
側
代
表
団
の
方
々
と

と
も
に
出
席
し
、
沖
縄
産
業
界
の
代
表
と
膝
を

交
え
て
、
復
帰
を
二
年
後
に
控
え
た
沖
縄
の
経

済
振
興
の
力
途
を
話
し
合
っ
て
参
り
ま
し
た
。

二
十
五
年
の
間
、
異
る
政
治
と
経
済
の
体
制

下
に
あ
っ
た
沖
縄
を
温
く
迎
え
入
れ
る
た
め
、

政
府
と
民
間
が
力
を
合
わ
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
実

効
性
の
あ
る
手
段
を
投
入
し
、
一
体
化
施
策
を

積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
存
ず
る

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
返
還
の
合
書
よ
っ
て
、
新
た

な
段
階
に
入
っ
た
日
米
間
の
友
好
信
頬
関
係
を

軸
と
し
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、
さ
ら
に
は

世
界
の
経
済
発
展
と
繁
栄
の
た
め
、
国
際
的
協

力
を
一
段
と
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
一
九
七
0

年
代
を
迎
え
て
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
九
課

題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ノ

つ
て
臨
む
こ
七
か
肝
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

世
界
の
貿
易
を
拡
大
し
、
経
済
水
準
を
向
上

し
て
い
く
た
め
に
は
、
商
品
、
資
本
、
技
術
、

企
琴
の
一
層
の
自
由
な
国
際
的
交
流
が
必
要

で
あ
り
ま
す
.

私
は
、
貿
易
、
資
本
の
自
由
化
を
今
後
一
層

積
極
的
に
釜
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う

の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
長
期
的
に

み
て
、
わ
が
国
自
身
の
国
益
に
も
合
致
す
る
も

の
と
老
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
を
は
か
る
こ
と
が
緊

要
で
あ
る
こ
と
は
、
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
な
か
ん
ず
く
、
中
小
企
業
と
流
通
部
門
に

つ
い
て
は
、
今
秋
ま
で
に
実
施
予
定
の
第
三
次

資
本
自
由
化
に
?
つ
V
て
、
特
恵
関
税
供
与
の

実
施
、
す
で
に
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
に

も
か
ん
が
み
、
と
く
に
そ
の
近
代
化
が
急
が
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
に
船
け
る
国

内
経
済
の
好
調
に
気
を
と
ら
れ
て
、
こ
れ
が
緊

要
性
の
如
叢
と
努
力
が
弱
ま
る
こ
と
の
な
い
よ

う
戒
心
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
最
近
米
国
な
ど
に
お
い
て
、
保
護
貿

易
的
傾
向
の
厶
旦
顕
を
み
て
お
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
が
、
も
と
よ
り
経
営
の
実
情
に
は
留
意
し
つ

つ
も
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
ラ
ウ
ソ
ド
等
忠
図
す
る

自
由
な
経
済
交
流
に
ょ
っ
て
世
界
経
済
の
規
模

拡
大
を
は
か
る
と
い
う
方
向
に
進
め
ぱ
、
自
ら

問
題
は
解
決
し
易
い
の
で
は
な
い
か
と
老
え
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
わ
が
国
経
済
が
、
昨
年
9
月
以

来
の
金
融
引
締
め
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
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<
六
月
>
世
界
の
市
、
無
扇
七
0

<
七
月
>
日
本
の
ま
つ
り
、
ホ
リ
デ
ー
・
オ

ソ
・
フ
ィ
ス
、
太
陽
の
中
の
キ
ウ
ィ
鳥

<
八
月
>
象
ま
つ
り
、
ス
ル
ク
民
族
鐸
踊
祭

<
九
月
>
さ
よ
な
ら
万
国
博

以
上
が
万
博
期
間
巾
の
お
祭
り
広
場
の
催
し

で
す
。こ

こ
で
は
さ
ら
に
、
各
参
加
国
が
日
本
万
国

博
参
加
し
た
こ
と
寵
念
し
て
行
な
う
「
ナ

シ
,
ナ
ル
・
デ
ー
」
と
、
州
や
都
市
な
ど
が
同

.
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ノ
J
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゛

ノ

ノ

イ

い
う
ま
で
も
な
く
、
国
際
協
力
の
紳
の
強
化

は
、
各
国
民
の
間
の
深
い
相
互
理
解
が
そ
の
基

礎
と
な
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
意
味
に
お

て
、
今
日
、
大
阪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
お

いり
ま
す
日
本
万
国
W
会
が
、
世
界
の
人
び
と

の
交
流
、
交
歓
の
場
と
な
っ
て
、
重
要
な
役
割

を
果
し
つ
つ
ぁ
り
ま
す
こ
と
は
、
喜
び
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
に
お
い
て
峡
日
本
万
国

博
覧
会
の
開
催
期
間
中
に
太
平
洋
経
済
委
員

会
、
ア
ジ
フ
商
工
会
議
所
連
合
会
等
五
つ
の
民

問
国
際
会
議
を
も
つ
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
私
は
、
こ
れ
ら
の
会
議
が
、
関
係
各

国
経
済
人
の
相
互
理
解
と
協
力
関
係
の
増
進
に

大
き
な
寄
与
を
い
た
す
も
の
と
期
待
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
会
議
の

成
果
を
も
と
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
の
経
済

人
が
、
,
太
平
洋
時
代
"
と
も
い
う
べ
き
一
九

七
0
年
代
に
お
い
て
、
先
進
諸
国
と
発
展
途
上

国
と
の
間
の
か
け
橋
の
役
割
を
果
さ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
わ
が
国
が
、
海
外
か
ら
,
舌
ノ
ミ

ツ
ク
・
フ
ニ
マ
ル
*
と
い
う
よ
う
な
批
判
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
一
鞭
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
日
本
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、

政
府
、
経
済
界
、
一
般
国
民
の
各
界
各
層
に
こ

れ
が
解
消
の
た
め
の
努
力
を
呼
び
か
け
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
貿
易
や
資
源
開
発
な
ど

の
経
済
協
力
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、
相
手
国

の
ナ
シ
,
ナ
ル
・
イ
ソ
タ
レ
ス
ト
を
尊
重
し
、

長
期
的
互
恵
の
立
場
に
立
つ
基
本
的
態
度
を
も

.
ゞ
゛
,

1
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第31 回 日商会員総会開催さる

日本商工会議所第三十一回会員総会は去る三月二十六日日本商工会議所において
開催、永野会頭より次の通り挨拶がなされましたので、ここにその内容を掲載致
します。
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収
支
の
好
調
を
背
景
に
、
引
統
き
高
い
成
長
過

程
を
歩
ん
で
お
り
、
今
年
中
に
も
、
二
千
億
ド

ル
台
の
経
済
規
模
と
四
復
ド
ル
前
後
の
貿
易

規
模
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
、
一
部
の
業
界
、
企

業
に
お
い
て
資
森
り
窮
迫
化
の
現
象
が
現
わ

れ
、
今
後
の
企
業
間
信
用
の
増
大
や
引
締
め
の

浸
透
度
合
い
の
如
何
に
ょ
っ
て
は
、
中
小
企
業

等
に
し
わ
よ
せ
が
及
ぶ
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い

情
勢
に
あ
り
主
す
。

政
策
当
局
に
お
い
て
は
、
今
後
の
経
済
動
向

に
即
し
て
、
総
需
要
政
策
と
の
兼
合
い
を
も
考

慮
し
、
使
重
か
つ
弾
力
的
な
政
策
運
営
を
行
な

わ
れ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
九
、
最
近
の
物
価
の
動
き
を
み
ま
す
と
、

消
費
者
物
価
、
卸
売
物
価
双
方
と
も
楽
観
を
許

さ
い
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

物
価
政
策
は
、
経
済
讐
の
あ
ら
ゆ
る
部
面

に
関
連
を
有
し
て
お
り
ま
し
て
、
一
つ
の
対
策

だ
け
で
決
め
手
と
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
そ
れ
だ
け
に
、
政
府
、
民
間
と
も
に
物
価

゛
上
、一

、
イ
ン
ド
に
徹
し
て
、
そ
の
安
定
の
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。春

闇
も
間
近
か
に
控
え
て
お
り
ま
す
が
、
労

使
双
方
か
、
賃
金
と
物
価
の
循
環
に
着
目
し
、

節
度
の
あ
る
賃
金
決
定
を
行
な
わ
れ
る
よ
う
要

諭
す
る
と
と
も
に
、
賃
金
上
昇
と
生
産
性
と
の

関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
政
府
、
'
輩
界
、
労
働

組
合
に
ょ
る
話
し
合
い
の
場
に
お
い
て
、
共
通

の
ル
ー
ル
へ
の
△
忌
思
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
0
年
代
は
内
政
ゐ
時
代
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
経

済
の
高
度
成
長
の
過
程
で
生
じ
て
き
た
社
会
資

本
の
不
足
、
生
活
環
境
の
立
、
ち
遅
れ
、
公
害
問

題
等
の
歪
み
を
解
決
し
つ
つ
、
国
際
化
、
情
報

化
、
技
術
革
新
の
張
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、

経
済
の
質
的
内
容
を
高
め
、
将
来
に
わ
た
る
経

済
発
展
と
国
民
生
栗
唯
の
向
上
の
基
礎
固
め

を
は
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
通
念
化
さ
れ
た
思

考
や
制
度
慣
行
を
改
め
て
再
検
討
し
、
勇
敢
に

改
革
し
て
い
く
こ
と
か
必
要
で
あ
る
と
思
う
の

で
あ
り
立
し
て
、
私
が
、
か
ね
て
か
ら
道
州
制

の
実
現
を
提
唱
い
た
し
て
お
り
ま
す
所
以
、

こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
.

昨
年
九
月
の
第
三
十
回
需
会
県
会
で
の

会
頭
就
任
挨
拶
の
な
か
に
お
い
て
も
、
申
し
述

べ
九
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
府
県
制

度
は
、
明
治
年
代
に
制
定
さ
れ
た
ま
ま
の
も
の

で
あ
り
、
そ
の
問
、
社
会
経
済
、
生
活
周
が

著
し
く
拡
大
し
、
今
日
お
よ
び
将
来
の
社
会
、

経
済
の
要
請
に
こ
た
え
得
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
か
今
後
住
民
の
よ
り

豊
か
な
生
活
の
確
保
を
は
か
る
た
め
に
は
、
道

路
水
道
住
宅
、
公
野
策
等
の
生
活
器

の
改
善
、
社
会
資
本
の
充
籌
を
、
生
活
圏
の

拡
大
に
応
じ
て
ご
仏
域
的
に
謡
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
城
の
曾
開
発
は
、
新
全
国
捻
合
開
発
計

画
に
み
ら
れ
ま
す
よ
う
な
新
し
い
国
づ
く
り
の

ビ
ジ
。
ソ
実
現
の
た
め
に
も
、
ま
た
過
密
過
疎

問
題
解
決
の
た
め
に
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
日
の
府
県
単
位
の
行
政
で
は
、
そ
の

遂
行
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
エ

業
の
農
村
立
地
は
、
農
業
政
策
上
、
過
密
過

疎
対
策
の
上
か
ら
、
最
近
要
詰
が
強
ま
っ
て

お
り
、
商
工
会
議
所
と
し
て
、
慨
築
団
体
と

も
協
力
し
て
こ
れ
を
推
進
す
る
積
り
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
道
路
網
な
ど
の
基

盤
整
備
は
、
広
域
的
に
処
理
を
要
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
今
後
、
国
際
化

恬
報
化
な
ど
の
器
に
こ
九
え
て
、
そ
の
基
盤

の
整
備
を
は
か
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
た
め
の
工
業
用
地
の
整
備
、
産
業

立
地
の
適
正
化
、
有
効
な
水
利
用
港
湾
空
港

の
整
備
、
通
信
交
通
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

流
通
施
設
の
充
実
等
の
禽
な
ら
び
に
実
行
に

当
っ
て
、
府
県
区
域
の
狭
小
と
そ
の
割
拠
性
が

大
き
な
県
圖
と
な
っ
て
い
る
実
情
に
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
一
方
に
船
い
て
、
府
県
の
区
域
を

、L

超
え
る
広
域
行
政
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
国
の

地
方
出
先
機
関
が
多
く
設
置
さ
れ
、
た
め
に
、

行
政
の
複
雑
化
あ
る
い
は
重
複
を
招
き
、
住
民

の
財
政
負
担
の
増
大
を
も
九
ら
し
て
お
り
ま

国
の
地
方
出
先
機
鬨
は
、
原
則
と
し
て
道
州
に

吸
収
し
、
国
と
地
方
を
通
ず
る
行
政
組
織
の
合

理
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
の
で
あ

り
ま
,

本
闇
誓
つ
い
て
は
、
各
地
の
空
厶
瓢
所

に
お
か
れ
ま
し
て
、
さ
き
に
佐
伯
大
阪
商
工
会

議
W
会
頭
を
委
員
長
と
す
る
倫
行
絡
査

儲
委
員
条
ま
と
め
ま
し
た
試
案
を
も
と
に

し
て
、
き
わ
め
て
熱
心
な
ご
検
討
を
願
い
、
貴

重
な
ご
吾
ル
を
お
よ
せ
頂
き
ま
し
た
が
、
本
日

こ
黒
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
ご
審
議
を
願

、

日
本
商
工
会
辧
黒
'
1
し
て
、
政
府

い国
会
お
よ
び
国
民
の
各
界
各
層
に
対
L
、
道
州

制
の
実
現
に
つ
い
て
強
力
に
働
き
か
け
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

幸
し
、
こ
の
た
び
、
錦
十
四
次
地
方
制
度
調
査

会
に
お
い
て
、
本
剛
祭
と
り
あ
げ
ら
れ
る

に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

次
第
で
あ
り
ま
す
。

<
牙
貝
各
位
の
一
側
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昨
年
九
月
の
会
器
任
尿
し
て
、

日
本
商
工
会
議
所
に
会
笥
会
頭
会
議
を
設

け
、
こ
れ
を
中
核
と
し
て
、
各
政
策
委
員
会

よ
び
各
プ
戸
ツ
ク
△
瓢
所
連
合
会
の
活
動
を
通

じ
、
空
会
誘
璽
の
釜
を
は
か
っ
て
,
参

り
ま
し
た
。
い
ま
や
、
商
工
会
議
所
の
使
人
叩
か

ま
す
ま
t
尖
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
折
柄

私
は
、
ル
烏
と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

、傾
注
L
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
を
願
っ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま

す
。以

上
、
所
快
の
一
端
を
申
L
述
べ
て
、
木
日

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

1
会
議
所
意
見
1

全
国
を
ハ
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分

新
し
い
国
づ
く
り
の
基
礎
に 削

ノ
ノ
 
J
ノ
ノ

、
 
0

司

日
本
商
工
会
辧
は
、
か
ね
て
か
ら
道
州

制
の
実
現
を
検
討
し
て
き
た
か
、
新
春
以
来

粘
極
的
に
提
唱
し
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
設
羅
運

動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

道
州
制
は
、
四
十
系
道
府
県
を
統
合

L
、
全
国
を
関
東
州
、
中
部
州
、
近
畿
州
な

ど
ハ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
,
廃
県
置
州
構

相
少
で
、
現
在
の
府
県
制
度
の
も
つ
矛
盾
を

解
決
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
、

経
将
勢
お
よ
び
国
民
生
活
の
求
め
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
十
分
こ
た
え
る
地
力
行
政
組
織

で
あ
り
、
ま
た
、
新
し
い
国
つ
く
り
の
基
盤

と
な
る
制
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
た
理
由
か
ら
、
私
は
、
現
行
の
府

県
制
度
を
廃
止
し
、
道
州
制
を
実
現
す
る
こ
と

を
提
唱
L
元
の
で
あ
り
主
す
。

ま
た
、
道
州
制
実
現
の
前
提
と
し
て
、
基
硯

的
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
の
行
則
覆

力
の
充
綴
化
を
は
か
り
、
住
民
生
活
や
中
小

企
ぎ
対
す
る
キ
メ
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
事

穫
、
す
べ
て
市
町
村
に
移
譲
す
る
こ
と
に
ょ

り
、
地
方
自
治
の
徹
底
を
は
か
る
と
と
も
に
、

)

"

9
/
'
'

奉

社
会
資
本
の
十
允
器
基
、
生
活
圏
の
拡
大
に

応
じ
て
広
域
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

地
域
の
総
合
開
発
峡
新
全
黒
合
開
発

禽
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い
国
つ
く
り

の
ビ
ジ
,
美
現
の
た
め
に
も
、
ま
念
'
密

過
疎
問
器
決
の
た
め
に
も
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
日
の
府
県
単
位
の
行
政
で
は
、

こ
れ
稔
行
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

④
わ
が
国
の
経
済
は
、
今
後
国
際
化
、
情
報

)
化
等
の
要
他
こ
た
え
て
、
そ
の
基
盤
の
整

備
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
の
工
業
用
地
の
整
備
、
産
業
立
地
の
適

正
化
、
有
効
な
水
利
輿
港
湾
空
港
の
整
備

わ
が
国
は
、
明
治
以
来
こ
こ
に
-
0
0
年
を

経
過
し
、
そ
の
間
に
国
民
生
活
、
教
育
文
化
、

産
業
経
済
等
に
お
い
て
、
極
め
て
長
足
の
向
上

坐
を
遂
げ
、
と
く
に
近
年
に
お
け
る
高
度
の

経
済
成
長
に
伴
い
、
社
会
、
経
済
、
生
活
圏
の

著
し
い
拡
大
を
み
る
に
至
り
、
現
行
都
道
府
県

制
度
は
、
今
日
お
よ
び
業
に
お
け
る
社
会
経

済
の
要
曹
対
処
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち

現
行
の
都
道
府
県
制
度
は
、
鉄
道
も
自
動

車
も
霊
し
な
い
時
代
に
定
め
ら
れ
補
度

で
あ
っ
て
、
今
日
の
ご
と
き
ジ
エ
ッ
ト
機
や

翻
線
が
出
現
し
、
自
動
車
や
嘉
の
大
衆

化
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
区
域
は
相

対
的
に
狭
小
化
し
て
い
る
。

わ
が
国
が
今
後
、
住
民
の
よ
り
豊
か
な
生

活
の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
道
路
、
水
道

住
宅
、
公
害
対
策
等
の
生
活
環
境
の
改
善
、

(

専

7
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ノ
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)1(

域
行
政
張
に
応
ず
る
た
め
、
国
の
地
力
出

先
機
関
が
多
く
設
置
さ
れ
、
た
め
に
、
行
政

の
複
雑
化
あ
る
い
は
重
複
を
招
い
て
い
る
。

今
や
国
お
よ
び
地
方
を
通
ず
る
行
政
制
度
の

簡
柔
化
、
合
理
化
が
時
代
の
要
請
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
以
上
述
へ
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
は
、
下
記
の
と
お
り
府
県
制
度
を
廃
止

し
、
道
州
制
を
・
災
現
す
る
こ
と
を
誰
す
る
も

の
で
あ
る
。

道
糊
は
、
現
在
の
府
県
制
度
の
も
つ
一
オ
盾

姦
決
す
る
と
と
も
に
、
一
九
七
0
年
代
を
力

か
え
た
今
日
、
こ
れ
か
ら
の
製
、
経
需
勢

お
よ
び
国
民
生
活
の
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

十
分
こ
た
え
う
る
地
方
行
政
組
織
で
あ
り
、
ま

道
州
制
の
設
置
に
関
す
る
意
見

日
本
商
工
会
議
所

イ

,
.
師
」
÷

通
信
交
通
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
、
流
通

施
設
の
充
実
等
の
計
画
な
ら
び
に
実
行
に
当

0
て
、
府
県
区
域
の
狭
小
と
そ
の
割
拠
性
が

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

基
礎
的
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
の

規
模
の
適
正
化
と
行
財
政
力
強
化
の
方
向
が

と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
地
方
自
治
の

強
化
な
ら
び
に
住
民
や
中
小
企
業
等
に
対
す

る
キ
メ
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
行
政
に
対
す
る
要

望
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
府
県
と
市
町
村
問

に
二
重
行
政
の
傾
向
が
生
じ
、
住
民
の
財
政

負
担
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

6
 
-
方
に
お
い
て
、
府
県
区
域
を
超
え
る
広

゛現
行
の
府
旧
尓
゛
璽
脆
止
し
、
道
州
を
置
く
。

道
州
は
、
国
と
市
町
村
と
の
中
闇
に
位
置
す

る
地
方
公
共
団
体
と
す
る
。

ニ
、
道
州
の
区
域

道
州
の
区
域
は
県
西
地
理
的
環
境
、

化
的
風
士
、
住
民
の
連
帯
感
、
現
在
お
よ
び

将
来
に
b
た
る
社
命
、
経
済
的
条
件
な
ど

を
考
慮
し
て
、
総
合
的
、
効
率
的
な
行
政
が

可
能
と
な
る
よ
う
に
区
分
す
る
も
の
と
し
、

ハ
ブ
戸
ツ
ク
程
度
の
区
域
と
す
る
。

三
、
一
附
の
組
織

一
"
に
は
、
そ
の
長
と
し
て
知
事
を
、
議
決

機
関
と
し
て
道
州
製
一
を
置
く
。

知
響
よ
び
道
州
議
会
議
員
は
、
住
民
の
直

接
選
挙
に
ょ
り
迭
任
す
る

四
、
道
州
の
事
務
、
則
政

1
国
お
よ
び
市
町
村
と
の
配
分
関
係
1
-

希
は
現
在
の
府
県
事
務
を
統
合
し
、
原

)1(
則
と
し
て
、
広
域
行
政
的
事
務
船
よ
び
整
凋

的
事
務
を
行
な
う
。

国
の
事
務
で
移
讓
し
う
る
性
楕
の
も
の
は

②
道
州
に
移
す
。

国
の
地
方
出
先
機
関
は
原
則
と
し
澄
州

に
吸
収
す
る
。

3
 
市
町
村
は
道
州
制
の
、
と
に
お
け
る
基
礎

的
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
規
模
の
適
正
化

お
よ
び
行
財
政
力
の
強
化
を
は
か
る
。

現
行
府
県
事
務
の
う
ち
、
住
民
生
活
や
中

小
企
業
等
に
適
給
す
る
亊
務
は
市
町
村
に
移

す
。以

上
の
よ
う
な
国
お
よ
び
地
方
を
通
ず
る

行
政
組
織
の
改
革
と
行
柴
務
の
新
し
い
分

担
に
応
じ
て
、
財
源
の
再
配
分
を
行
な
う
。

五
、
話
抽
置

道
州
へ
の
移
行
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め

汰
の
よ
う
な
話
措
置
瓢
ず
る
。

、

道
州
議
会
の
議
員
定
数
は
、
当
分
の
間

)1
旧
府
県
の
臂
定
数
の
合
計
数
と
す
る
。

国
会
議
員
の
選
挙
区
は
現
状
ど
お
り
と

②
す
る
。
(
そ
の
た
め
現
在
の
府
県
の
名
称

は
存
置
す
る
。
)

府
県
お
よ
び
国
の
公
務
員
の
身
分
は
保

③
証
す
る
。

)(

た
、
新
し
い
国
づ
く
り
の
基
盤
に
も
な
り
う
る

制
度
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

釜
に
至
り
、
各
方
面
で
道
州
制
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
、
第
十
四
次
地
方
制
度
調
査
会

に
お
い
て
も
、
本
問
.
祭
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に

至
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ぱ
し
い
し
だ
い

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
、
国
会
は
じ
め
関
係
方

面
に
お
い
て
、
早
急
に
道
州
制
を
と
り
あ
げ
、

こ
れ
が
{
夫
現
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
全
国
民
の
理
解
と
支
持
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。記

一
、
道
州
の
設
置

②

⑤

④

、

③



1
会
議
所
意
見

日
本
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の

促
進
に
関
す
る
提
言

七
0
年
代
に
お
け
る
国
際
社
会
の
中
で
、
日

本
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
責
任
と
使
命
は
、
き
わ

め
て
重
大
で
あ
る
。

し
か
る
に
最
近
、
一
部
国
民
の
心
な
い
一
品

あ
る
い
は
行
き
^
ぎ
た
行
^
が
^
^
に
お
け
る

日
本
の
評
判
を
落
し
、
「
舌
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ

ニ
マ
ル
」
、
「
イ
舌
】
ヤ
ソ
キ
ー
」
等
の
悪
口

が
流
布
さ
れ
る
と
共
に
、
日
本
へ
の
警
戒
心
が

一
尚
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
亊
実
は
、
そ
の
原
因
の
一
部
が
各
国
側

の
誤
解
、
あ
る
い
は
日
本
側
の
不
注
意
等
の
い

ず
れ
に
あ
る
に
せ
よ
、
わ
が
国
の
海
外
に
お
け

る
多
く
の
功
斌
、
好
評
を
帳
消
し
に
す
る
ぱ
か

り
で
な
く
、
日
本
経
済
の
発
展
を
阻
害
し
、
ひ

い
て
は
、
日
本
を
し
て
国
際
社
会
の
中
の
孤
児

九
ら
し
め
る
要
因
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
あ
る
も

の
と
し
て
戒
慎
の
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
政
府
の
経
済
、
外
交
文
化
の
各

般
に
わ
た
る
適
切
な
対
外
政
策
の
推
進
は
も
と

よ
り
、
関
係
業
異
企
業
、
一
般
国
民
が
相
協

力
し
て
、
日
本
が
正
し
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
、

こ
の
際
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
日
本
商
工
会
議
所
は
取
り
あ
え
十

左
記
の
と
お
り
提
言
t
る
次
第
で
あ
る
。

(
業
界
に
関
す
る
こ
と
)

一
、
国
際
市
場
は
世
界
経
済
の
繁
栄
を
も
た
ら

す
共
通
の
場
と
し
て
馨
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い

従
っ
て
、
国
際
市
場
に
お
け
る
経
済
活
動

は
、
関
連
諸
国
の
経
済
発
展
と
生
活
向
上
に

も
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

ニ
、
輸
入
は
広
く
世
界
に
市
場
を
求
め
、
相
手

国
の
資
源
開
発
と
輸
出
の
拡
大
に
積
極
的
に

協
力
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
い

や
し
く
も
相
手
国
の
資
源
を
収
奪
す
る
か
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
厳
に
慎
し
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
輸
出
は
、
品
質
意
匠
に
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
、
ま
た
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

つ
と
め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
価
格
を
維
持

し
相
手
国
の
流
通
市
場
お
よ
び
流
通
秩
序
を

乱
さ
ぬ
よ
う
留
恵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

四
、
企
業
進
出
は
、
共
存
共
栄
の
理
念
の
下
に

亀

本
商
工
会
議
所

日

現
地
国
の
ナ
、
ソ
"
ナ
ル
・
イ
ソ
タ
レ
ス
ト
を

尊
重
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
現
地
国
の
工

業
化
に
協
力
し
雇
用
の
機
会
を
増
し
、
技
術

水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。
現
地
技
術
者
及
び
工
員
の
教

育
、
育
成
に
は
最
大
限
の
配
慮
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

五
、
海
外
に
勤
務
す
る
日
本
人
は
、
日
本
の
民

間
外
交
官
で
あ
る
と
の
自
覚
の
も
と
に
、
そ

の
公
的
私
的
の
生
活
に
船
け
る
節
度
を
重
ん

ず
る
と
と
も
に
、
相
手
国
の
言
謡
風
俗
習

慣
な
ど
に
精
通
し
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
政

治
、
社
会
文
化
の
各
般
に
わ
た
り
正
し
い

P
R
を
な
し
う
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
十
分

な
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ

る
ま
た
勤
務
先
国
民
の
よ
き
.
ハ
】
ト
ナ
】
で

あ
り
、
よ
き
相
談
相
手
に
な
り
う
る
よ
う
経

営
、
技
術
の
専
門
知
識
と
指
導
力
を
身
に
つ

け
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

(
政
府
に
関
す
る
こ
と
)

ズ
海
外
に
対
し
、
わ
が
国
文
化
、
産
業
経

済
の
P
R
を
総
合
的
、
積
極
的
に
行
な
う
よ

う
な
P
R
計
画
を
樹
立
し
、
実
効
あ
る
日
本

の
P
R
活
動
を
す
る
た
め
、
政
府
各
省
お
よ

び
民
間
を
総
合
し
た
官
民
合
同
の
国
際
P
R

対
策
会
識
を
毎
年
一
回
以
上
開
催
さ
れ
た

1
会
議
所
意
見

一
九
七
0
年
代
は
、
変
化
と
多
様
化
が
一
層
こ
こ
に
捉
盲
す
る
。

進
展
し
、
企
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
転
換
が

己ニ: n

迫
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
経
済
的
に
は
、
資
本
一

、

自
由
化
を
は
じ
め
と
す
る
本
格
的
な
国
際
化
へ

の
移
行
、
情
報
化
の
鐙
な
展
開
、
労
勳
力
需

給
の
治
と
賃
金
の
大
幅
高
騰
、
さ
ら
に
経
済

規
模
の
拡
大
に
伴
う
市
場
構
造
の
変
化
な
ど
が

あ
り
、
ま
た
社
会
的
に
は
都
市
の
一
層
の
過
密

化
、
世
代
問
の
断
絶
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

が
予
想
さ
れ
、
企
楚
と
り
ま
く
環
境
は
め
ま

ぐ
る
し
く
、
し
か
も
急
誓
変
貌
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

、
0

L
ニ
、
在
外
公
館
に
お
い
て
は
現
地
商
工
諸
団
体

等
に
対
し
て
も
粘
極
的
に
働
き
か
け
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
要
詰
す
る
。

ー
、

(
国
民
に
関
す
る
こ
と
)

弌
最
近
、
海
外
誓
者
が
激
増
し
て
い
る
こ

と
は
、
国
民
が
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
急

味
か
ら
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
と
か

海
外
の
風
習
に
不
慣
れ
の
面
が
あ
る
た

、
くめ

、
行
動
や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
悪
条
多

の
で
、
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る

いよ
う
な
態
度
・
行
動
は
厳
に
い
ま
し
め
合
う

必
要
か
あ
る
。

ニ
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
地
位
奮
ま

り
つ
つ
ぁ
る
折
か
ら
、
今
や
国
民
一
人
一
人

が
国
際
P
R
マ
ソ
で
あ
る
と
の
自
覚
の
も
と

に
、
つ
ね
に
謙
虚
な
態
度
を
持
し
、
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
い
九
ず
ら
に
大
国
意
識

を
も
た
な
い
こ
と
が
、
結
局
は
世
界
か
ら
正

し
く
評
価
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
こ
と
を
強

く
訴
え
る
次
第
で
あ
る
.

、
.
一

中

ル
ー
、
1
企
誓
経
営
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
一
言

経
営
組
織
の
実
態
を
み
る
と
、

と
か
く
固
定
的
で
流
動
性
を
欠

き
、
組
織
と
絶
え
ず
変
化
す
る

企
業
が
全
社
的
に
最
高
の
効
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
シ
ス
テ
ム
的
組
織
観
の

確
立
が
必
要
で
あ
る

(
説
明
)
従
来
の
日
本
経
営
組
誓
お
い
て

は
、
組
織
を
仕
出
の
つ
な
が
り
と
し
て
把
え

る
よ
り
、
従
業
員
好
す
る
年
功
上
の
配
臘

が
先
行
し
、
人
の
つ
な
が
り
に
ょ
り
タ
ノ
く
の

比
重
が
お
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
同
一
企
業
の
組
織
内
で
、
仕
事
が
重
な

9

環
境
と
が
十
分
に
適
合
し
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の

も
と
で
は
、
彬
の
七
0
年
代
を
乗
り
切
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
企
業
に
ょ
っ
て
は
落

伍
す
る
危
険
も
予
誓
れ
る
。

従
っ
て
、
い
ま
こ
そ
経
営
者
の
響
組
誓

対
す
る
老
え
方
を
根
本
的
に
改
め
、
固
定
的
な

旧
来
の
組
織
に
か
え
て
、
機
能
面
を
よ
り
程

す
る
新
し
い
動
態
的
経
営
組
織
の
確
立
を
は
か

ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
経
営

岩
各
位
が
左
記
の
点
に
十
分
留
牙
う
え
、
積

極
的
に
経
営
組
織
の
改
善
を
は
か
ら
れ
る
よ
う

一

8

と
が
大
釖
で
あ
る
。

な
お
、
最
近
電
子
計
算
機
を
中
荏
し
た

零
ル
獣
ソ
ス
テ
ム
の
開
発
が
活
発
で
る
あ

か
、
こ
れ
、
竃
子
計
算
機
鼻
入
よ
り
、
ま

、
、
、
、

ず
誓
靴
の
シ
ス
テ
ム
化
が
前
捉
で
あ
る

こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

ニ
、
企
業
が
変
化
に
即
応
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
経
営
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
機
動
的

組
織
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

(
説
明
)
わ
が
国
企
業
の
伝
統
的
な
組
織
体

質
は
、
部
、
課
、
係
と
い
っ
た
階
層
的
組
織

の
比
祭
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
下
織
制
度
、
集
団
責
任
体
制
で
貫
か
れ

七
、

/
 
J

イ

゛
ー
ー
ー

ー
、
ー

り
合
っ
た
り
、
あ
る
い
は
間
隙
を
生
じ
た
り

し
て
、
個
々
の
職
能
部
門
、
ま
た
は
個
別
業

務
段
階
で
の
努
力
が
、
企
業
全
体
の
効
果
と

合
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
が
日

本
に
お
け
る
経
営
組
織
の
最
大
の
欠
蹄
と
な

つ
て
い
る
。

馨
、
シ
ス
テ
ム
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
一
つ
の
組
繁
も
っ
と
も
効
率
的
に
活

動
す
る
た
め
に
は
、
組
撃
構
成
す
る
各
要

素
、
猛
駄
、
重
複
、
問
隙
を
な
く
し
、
全
体

の
目
的
に
向
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
機
能
を

よ
く
発
揮
し
、
歯
車
の
よ
う
に
連
動
す
る
こ

禽
ま
り
、
こ
れ
に
ど
ぅ
対
処
す
べ
き
か
戸

惑
っ
て
い
る
企
業
が
小
ノ
な
く
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
非
日
常
的
業
務
や

多
部
刊
的
広
か
り
を
持
っ
九
業
務
を
解
決

し
、
処
理
し
て
い
く
に
は
、
従
来
の
部
課
編

成
の
組
繊
で
は
ど
ぅ
し
て
も
釜
を
生
ず
る

の
で
、
変
動
す
る
内
外
の
器
え
に
、
企

券
持
つ
力
を
多
様
な
形
で
、
し
か
も
右
機

総
合
的
に
発
揮
し
、
対
処
し
て
い
く
た

J
、
nめ

の
機
動
的
組
織
、
即
ち
、
プ
ロ
、
ジ
エ
ク
ト

チ
ー
ム
、
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
な
ど
課
題

中
心
の
組
織
が
従
来
の
部
課
編
成
と
は
別
に

要
詰
さ
れ
る
。

諾
中
心
の
組
織
は
、
問
題
ご
と
に
そ
の

つ
ど
編
成
さ
れ
、
問
題
解
決
と
同
時
に
解
散

さ
れ
る
か
ら
、
効
率
的
で
あ
る
。
ま
た
、
解

決
す
べ
き
課
題
、
達
成
す
べ
き
計
画
が
発
生

し
た
と
き
、
他
部
門
か
ら
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
専
門
能
力
を
持
っ
た
人
を
選
抜
す
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
有
効
に
活
か
さ
れ

る
し
、
・
烹
決
定
が
敏
述
に
行
な
わ
れ
る
な

ど
の
優
れ
た
利
奈
あ
る
。

な
お
、
東
京
商
工
会
議
票
こ
の
た
び
実

施
し
た
讐
組
織
に
関
す
る
調
査
に
ょ
る

と
、
過
去
二
年
間
に
お
い
て
タ
ス
ク
・
ブ
オ

本
商
工
会
議

日

て
い
て
、
専
門
職
、
専
門
管
理
職
が
、
あ
ま

り
活
か
さ
れ
て
い
な
い
組
織
で
あ
る
。

か
か
る
組
織
に
お
い
て
は
、
音
怨
決
定
が

遅
れ
た
り
、
直
接
責
任
の
な
い
部
門
か
ら
横

ヤ
リ
が
入
り
易
く
、
責
任
の
所
在
が
不
明
確

で
、
セ
ク
シ
,
、
ナ
リ
ズ
ム
を
生
む
と
い
っ
た

欠
陥
、
生
じ
や
す
い
。

今
後
は
、
経
黛
境
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変

化
の
過
程
に
お
い
て
、
経
営
戦
略
的
価
値
の

高
い
、
非
日
常
的
業
票
多
発
す
る
こ
と
が

子
督
れ
る
。
と
く
に
、
企
画
、
研
究
開
発

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
傾
向

が
強
ま
ろ
う
。
現
に
、
こ
れ
ら
業
務
の
割
合

ム
制
を
導
入
し
た
傘
は
全
体
の
約
二
0
%

と
比
較
的
少
な
く
、
組
織
の
機
動
化
に
つ
い

て
の
一
層
の
研
究
、
配
祭
望
ま
れ
る
。

.
フ
戸
ジ
エ
ク
ト
・
チ
ー

制

同、
J ゛'、、
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三
、
経
営
組
織
を
変
化
に
即
応
さ
せ
る
た
め
、

経
営
者
は
既
存
の
組
織
を
絶
え
ず
再
検
討

し
、
改
善
L
て
い
く
心
構
え
が
必
要
で
あ
る

(
説
明
)
従
来
、
わ
が
国
で
は
組
織
を
規

範
的
ワ
ク
組
み
と
し
て
固
定
化
す
る
き
ら
い

が
強
か
っ
九
。
し
か
し
、
経
営
組
織
は
効
率

的
な
業
務
遂
行
と
企
業
行
動
の
た
め
の
手
段

と
し
て
理
解
し
、
手
段
で
あ
る
が
故
に
、
企

業
の
要
請
と
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常
時
継
統

し
て
適
宜
変
革
し
て
い
く
と
い
う
柔
軟
な
考

え
方
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
と
く
に
需
要
動
向
を
素
早
く

と
ら
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
指
向
の
組
織
づ

く
り
と
企
業
の
新
た
な
生
成
、
発
展
を
約
束

さ
せ
る
研
究
開
発
組
織
の
充
実
を
め
ざ
し
て

企
業
自
ら
が
環
境
を
変
化
さ
せ
、
そ
れ
に
対

応
し
て
い
く
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
組
羅
の
改
善
に
当
っ
て
は
、
組
織
の

現
状
を
把
握
し
、
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た

め
、
.
粗
織
分
析
、
職
務
分
析
、
権
限
分
析
な

ど
の
組
織
解
析
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

四
、
組
織
内
の
コ
ミ
ユ
=
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善

し
、
ト
ッ
プ
の
意
志
決
定
を
敏
速
正
確
に

行
な
い
得
る
組
織
の
簡
素
化
と
管
理
階
層
の

短
縮
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(
説
明
)
い
ず
れ
の
企
業
に
お
い
て
、

成
長
す
る
に
従
っ
て
、
職
能
部
門
が
増
大
す

る
と
と
も
に
、
管
理
階
層
が
多
く
な
り
、
動

き
の
と
り
に
く
い
組
織
に
な
っ
て
い
く
傾
向

が
強
い
。
こ
の
た
め
、
上
下
の
コ
ミ
ニ
ニ
ケ

ー
シ
,
ソ
が
極
度
に
悪
化
し
、
組
織
の
生
命

で
あ
る
ト
ッ
プ
の
土
患
泱
定
が
敏
速
に
行
な

わ
れ
な
い
ぱ
か
り
か
、
部
門
問
の
連
け
い
が

不
円
滑
に
な
り
、
企
業
の
成
長
、
存
統
に
と

つ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
を
、
た
ら
し
か

ね
な
い

そ
こ
で
、
上
下
の
=
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
,
ソ

を
改
善
し
、
ト
ッ
プ
忠
羔
決
定
が
敏
速
、

し
か
も
正
確
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
組
織
の
簡
素
化
、
管
理
階
層
の
短
縮
が

要
請
さ
れ
る
。

前
記
東
京
商
工
会
誘
の
調
査
に
ょ
っ
て

も
、
経
営
環
境
の
変
化
に
即
応
す
る
た
め
、

組
織
の
簡
素
化
を
は
か
っ
て
い
る
傘
が
全

体
の
約
三
割
を
占
め
、
こ
の
割
合
は
企
業
規

椣
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
高
ま
っ
て
い

る
。
組
織
簡
素
化
の
具
休
的
内
容
は
企
業
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
課
制
を
廃
止
し
た

企
業
が
全
体
の
一
五
%
、
課
を
統
合
し
た
も

の
が
-
9
'
、
ま
た
係
制
を
廃
止
し
た
企
業

も
一
号
弱
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
組
織

の
簡
素
化
、
管
理
階
層
の
短
縮
に
対
す
る
企

業
の
関
心
は
急
速
に
高
ま
0
て
い
る
。

な
お
、
組
織
の
簡
素
化
、
管
理
階
層
の
短

縮
を
は
か
る
た
め
に
は
、
部
下
の
教
育
訓
練

が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
、
椛
限
や
仕
事
が

は
ウ
き
り
し
、
し
か
も
大
幅
に
委
譲
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
仕
冴
方
針
や
計
画
が
明
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
管
理
者
、
礎
力
に
優
れ
、

か
つ
卒
先
垂
範
す
る
た
く
ま
し
い
実
行
力
を

示
す
こ
と
な
ど
の
前
提
条
件
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
を
糖
す
べ
き
で
あ
る
。

五
、
従
業
員
の
能
力
を
開
発
活
用
し
、
組
織

に
活
力
を
与
え
る
人
事
管
理
上
の
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。

(
説
明
)
い
か
に
組
織
が
変
化
に
対
応
し

て
い
よ
う
と
、
企
柴
を
発
展
さ
せ
る
最
大
の

要
系
は
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
沈
滞
的
ム
ー

ト
に
陥
り
易
い
年
功
序
列
制
の
欠
陥
を
是
正

し
て
、
能
力
を
一
層
開
発
し
、
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
労
働
効
率
を
高
め
る

能
力
主
義
的
人
事
管
理
の
遵
入
を
稙
極
的
に

は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

従
来
の
終
身
雇
用
年
功
序
列
制
の
下
で

は
、
従
業
員
に
安
定
感
を
与
え
る
反
面
、
ぬ

る
ま
湯
的
な
^
^
に
陥
る
お
そ
^
が
^
く
、

外
部
か
ら
の
人
材
調
達
を
も
む
ず
か
し
く
す

る
。
ま
た
、
優
秀
な
人
材
の
能
力
発
揮
の
場

を
奪
い
、
い
た
ず
ら
に
年
功
を
は
び
こ
ら
せ

る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
功
、
学
歴
の
み

を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
能
力
の
伸
び
に

即
応
し
て
、
昇
進
配
置
等
の
処
遇
を
し
て

い
く
と
い
っ
た
能
力
主
義
の
考
え
方
を
採
り

入
れ
た
人
事
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
元
め
に
は
従
業
員
の
職
務
遂
行
能
力

を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
発
揮
す
る
機
会
、
場

を
与
え
る
、
い
わ
ゆ
る
適
材
適
所
の
考
え
方

が
従
来
以
上
に
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
と
同
時
に
、
職
務
遂
行
能
力
を
持
っ

て
い
て
も
、
従
業
員
の
仕
き
対
す
る
意
欲

が
な
け
れ
ば
、
持
て
る
能
力
も
活
か
さ
れ
な

い
の
で
、
提
案
制
度
Ω
C
活
動
、
 
Z
D
運

動
な
ど
全
従
業
員
に
や
る
気
を
起
さ
せ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
§
を
用
い
る
べ
き
で
あ

る
。具

体
的
に
は
、
釜
愚
と
意
欲
か
ら
出
た
失

敗
は
、
い
た
ず
ら
に
責
め
な
い
と
い
っ
た
組

織
風
士
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の

仕
事
に
対
す
念
欲
を
盛
り
上
げ
る
、
い
わ

ゆ
る
目
標
管
理
の
考
え
方
を
違
入
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
従
業
員
と
管
理
老
が
十
分

晶
し
合
い
を
行
な
え
る
環
境
を
作
り
、
そ

の
上
に
立
っ
て
、
能
力
発
見
の
方
法
と
し
て

自
己
申
告
制
度
や
社
内
募
集
方
式
、
さ
ら
に

企
業
が
求
め
る
「
期
待
さ
れ
る
社
員
像
」
を

具
体
的
に
明
示
し
て
、
自
己
啓
発
を
誘
遵
t

る
と
と
も
に
、
人
件
費
の
一
定
割
合
を
教
育

訓
練
費
と
し
て
予
卸
化
し
、
計
画
的
な
人
的

能
力
の
開
発
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。な

お
、
一
写
教
育
を
受
け
た
も
の
の
比
率

だ
向
t
●
に
つ
れ
、
ま
た
、
希
革
新
に
伴

仕
事
の
内
容
が
筋
肉
労
働
か
ら
精
神
労

、
、

L働
に
変
わ
る
に
つ
れ
て
、
従
粲
員
は
単
な
る

被
展
用
者
と
し
て
働
く
の
を
排
う
傾
向
が
強

ま
る
と
子
想
さ
れ
る
の
で
、
今
後
は
従
業
員

に
経
営
参
加
・
詮
を
高
め
る
機
会
を
、
よ
り

多
く
5
え
る
経
営
管
理
の
あ
り
方
を
静
す

べ
き
で
あ
る
。

,
ー

ミ
ノ
ゴC争

冨
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努

日

J
 
J
 
一
罫
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ゞ

六

今
日
に
お
け
る
海
上
貨
物
輸
送
面
の
コ

ソ
テ
ナ
リ
ゼ
ー
ツ
,
ソ
は
、
わ
れ
わ
れ
の

想
像
を
超
え
る
早
さ
で
拡
が
っ
て
い
る
。

コ
ソ
テ
ナ
輸
送
が
輸
送
革
命
と
呼
ぱ
れ

て
い
る
の
は
、
輸
送
手
段
と
し
て
「
通
い

箱
」
を
使
う
こ
と
に
ょ
ウ
て
戸
口
か
ら
戸

口
ま
で
の
一
貫
し
た
輸
送
体
系
を
つ
く

り
、
異
種
輸
送
機
関
を
相
互
に
連
結
し
て

複
合
輪
送
の
実
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
こ

と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
こ
れ
が
、
産

業
界
に
お
け
る
輸
送
需
要
の
大
型
化
に
対

応
し
て
、
ま
す
ま
t
そ
の
真
価
を
発
揮
し

つ
つ
ぁ
る
の
が
{
僑
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
、
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
は
国
鉄

に
ょ
り
ま
た
自
動
車
輸
送
に
ょ
り
早
く
か

ら
実
現
さ
れ
て
い
た
が
、
海
上
に
お
い
て

は
、
去
る
四
十
二
年
以
降
の
こ
と
と
い
っ

て
い
い
で
あ
ろ
う
。
米
国
の
船
会
社
マ
ト

』

知

J

点

<

一

」

ソ
ソ
社
に
ょ
る
コ
ソ
テ
ナ
船
の
日
,
釜
出

が
迫
っ
た
の
に
対
応
L
て
日
本
の
船
会
社

も
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
を
開
始
し
て
こ
れ
に
対

抗
す
る
必
要
に
迫
ま
ら
れ
た
。
四
十
二
年

七
月
、
運
輸
大
臣
の
諮
問
委
員
会
で
あ
る

海
運
篇
合
理
化
鴛
余
コ
ン
一
ブ
ナ
船

の
建
造
を
始
め
、
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
に
必
要

な
事
項
を
あ
げ
て
、
い
わ
ゆ
る
戸
口
か
ら

戸
口
ま
で
の
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
の
実
施
を
勧

告
し
た
。
そ
の
当
時
は
、
海
運
業
界
は
ま

だ
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
の
メ
リ
ッ
ト
や
こ
れ
に

立
ち
遅
れ
た
場
合
の
日
本
海
運
の
危
機
な

ど
を
十
分
に
、
認
識
し
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

盲
田

一

、

コ

J

4

ιし
か
し
そ
の
後
の
コ
ソ
テ
ナ
化
は
目
ざ

ま
し
い
も
の
、
か
あ
っ
た
0
 
海
運
業
界
も
ま

た
コ
ソ
テ
倫
送
の
将
来
の
採
算
に
自
信

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
0
 
荷
主
側
、
コ
ソ

テ
ナ
輪
送
を
希
望
す
る
も
の
徐
増
し
て

き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な

米
国
に
お
い
て
は
、
ゾ
ー
ラ
ソ
ド
社
を

0
い始

め
数
社
の
大
手
船
会
社
が
欧
州
、
日
本

東
南
ア
ジ
フ
そ
の
他
に
世
界
的
に
コ
ソ
テ

ナ
輸
送
網
の
拡
張
を
は
か
り
、
英
国
は
0

C
 
・
 
L
、
 
A
 
・
 
C
 
・
 
T
等
の
協
同
体
制

.を
つ
く
っ
て
欧
州
、
豪
州
そ
の
他
の
地
域

コ
ソ
テ
ナ
輸
送
化
を
着
々
と
進
め
て
お

こり
、
西
独
北
欧
三
国
も
大
型
の
コ
ソ
テ

ナ
船
を
各
主
要
航
路
に
配
船
す
る
計
画
を

進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ソ
テ
ナ
攻
勢

に
対
応
し
て
、
日
本
も
太
平
洋
航
路
で
の

増
配
、
欧
州
航
路
、
紐
育
航
路
、
一
稲
航

路
等
に
コ
ソ
テ
ナ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
を
計

画
し
て
い
る
。

ま
た
主
要
幹
線
の
コ
ソ
テ
ナ
N
~
の
補

{
元
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
わ
ゆ
る
フ
ィ

ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
網
の
実
現
を
急
ぐ
よ
う
に

な
っ
た
0
 
即
ち
日
本
国
内
と
し
て
は
北
海

道
、
北
九
州
、
清
水
等
か
ら
の
京
浜
,

こ
れ
は
ひ
と
り
海
運
業
界
だ
け
で
は
な

か
っ
た
0
 
メ
ー
カ
ー
や
貿
易
商
社
な
ど
荷

主
側
で
も
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
が
自
己
の
事
業

に
及
.
ほ
す
メ
リ
ッ
ト
を
身
近
か
に
知
る
こ

と
な
く
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
に
積
極
的
、
協
力

的
態
度
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
日
本
海
運

業
界
は
、
ニ
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
コ
ソ
テ

ナ
船
六
隻
を
建
造
投
入
し
て
コ
ソ
テ
ナ
輸

送
を
開
始
し
た
。
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た
は
阪
神
港
ま
で
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
業
務

の
設
置
、
ま
た
日
本
周
辺
の
海
域
で
は
米

国
マ
ト
ソ
ソ
社
が
香
港
、
了
一
ラ
、
高
雄

神
戸
ま
た
は
東
京
問
の
サ
]
ビ
ス
を
行
う

計
画
を
進
め
、
シ
ー
ラ
ソ
ド
社
は
基
隆
、

高
雄
釜
山
(
時
に
は
マ
三
フ
、
香
港
)

を
カ
バ
ー
す
る
コ
ソ
テ
ナ
サ
ー
ビ
ス
゛
鮮

画
中
と
の
こ
と
で
あ
る
0
 
日
本
の
船
会
社

も
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
こ
れ
ら
の
方
面
に

ロ
ン
テ
ナ
輸
送
を
整
備
t
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
海
上
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
は

、

全
世
界
に
わ
た
っ
て
急
激
に
発
逹
し
て

行
っ
た
が
、
そ
れ
は
荷
物
の
供
給
地
か
ら

需
要
地
に
一
貫
し
て
輸
送
出
来
る
こ
と
が

現
在
の
国
際
的
複
合
経
済
機
構
に
適
合
t

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
は
必
ず

し
も
額
面
通
り
行
っ
て
い
な
し
。
東
京
税

関
、
横
浜
税
関
及
び
{
誤
外
貿
埠
頭
公
団

の
三
者
が
去
る
四
十
四
年
二
月
始
め
か
ら

四
月
末
日
ま
で
の
三
力
月
間
東
京
横
浜
両

港
に
お
け
る
輸
出
入
コ
ソ
テ
ナ
貨
物
の
流

動
状
況
を
調
査
し
溢
和
果
は
興
味
深
い
も

の
を
教
え
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
対
米
貿

筆
者

易
の
シ
エ
ア
が
圧
倒
的
に
多
く
輸
出
九
三

九
%
、
輸
入
九
四
・
七
%
で
あ
っ
た

.か
、
輸
出
は
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
電
気

゛
、
、

梨
品
、
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
、
自
動
車
部

品
が
量
、
金
額
と
も
に
全
体
の
約
半
分
を

占
め
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
玩
具
祭
こ

れ
に
続
い
て
い
た
。
輸
入
は
生
鮮
果
実
、

一
熊
果
実
等
加
州
産
の
農
産
物
と
原
皮
、

家
具
用
高
級
木
材
で
全
体
の
約
半
分
を
占

め
他
に
ボ
ラ
ッ
ク
ス
、
エ
フ
コ
ソ
デ
ィ
シ

.
ナ
ー
、
書
籍
、
事
務
用
機
械
等
が
続
い

0+
美
を
求
め
、
人
間
ら
し
い
心
、
篇
の
あ

る
生
活
、
そ
う
し
た
心
の
情
を
大
切
に
す
る
生

活
を
す
て
た
け
れ
ば
、
お
金
お
金
の
世
の
中

で
は
苦
し
く
て
生
き
て
い
ら
れ
な
い
と
も
い
ぇ

る
。若

も
の
た
ち
が
大
人
を
に
く
む
の
、
本
質

的
な
純
粋
さ
を
失
な
い
、
真
実
に
語
を
そ
力
け

て
ぱ
か
り
い
る
か
ら
だ
と
私
は
思
う
。

カ
ッ
コ
イ
イ
生
活
を
す
る
た
め
に
家
の
中
か

ら
お
茶
の
間
を
な
く
し
、
父
、
母
も
子
供
、

そ
れ
ぞ
れ
ハ
ダ
カ
な
心
を
ぶ
っ
つ
け
る
場
を
失

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ハ
、

タ
カ
に
な
れ
る
場
、
そ
れ
が
今
の
世
の
中

に
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
、
い
え
よ
う
。
醜
い

心
も
美
し
い
心
も
す
べ
て
を
見
せ
あ
い
、
ぶ
っ

け
あ
う
こ
と
の
で
き
る
場
、
そ
れ
は
お
酒
を
酌

み
あ
う
場
に
し
か
な
い
よ
う
に
私
は
思
う
。

私
の
今
日
あ
る
は
作
家
の
火
業
平
先
生
の

高
い
深
い
得
の
お
か
げ
で
も
あ
る
。
今
年
は

先
生
の
十
一
回
忌
に
あ
た
る
。
火
野
先
生
は
口

ぐ
せ
の
よ
う
に
私
に
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

『
酒
徒
善
人
1
瓢
の
み
に
悪
人
は
い
な
い

よ
』

て
 
L
 
ナ

で
あ
る
0

以
上
の
こ
と
は
、
戸
口
か
ら
戸
口
ま
で

の
一
貫
輸
送
が
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
の
強
味
と

な
っ
て
い
る
特
長
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら

実
艝
お
い
て
は
未
だ
そ
の
目
標
か
ら
相

当
遠
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
は
日

.
X

米
国
間
の
場
合
の
み
な
ら
ず
世
界
の

.

オコ
ソ
テ
ナ
輸
祭
同
様
の
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
し
て
、
関
係
官
庁
の
仕
甕
り
の

改
善
、
業
界
内
部
の
合
理
化
に
努
め
る
分

野
が
広
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
0

ま
た
=
ソ
テ
ナ
埠
頭
に
お
け
る
海
一
業

者
と
港
運
業
者
と
の
関
係
や
港
湾
労
働
組

合
の
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
に
対
す
患
度
は
円

滑
を
欠
く
も
の
が
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
殊
に
港
湾
為
者
は
そ
の
職
謬
保

の
面
か
ら
米
国
、
英
国
そ
の
他
世
界
の
各

港
で
コ
ソ
テ
ナ
化
に
反
対
の
迎
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
日
本
も
例
外
で
あ
り
得
な

い
も
の
が
予
想
さ
れ
る
。
コ
ソ
テ
ナ
輸
送

に
お
け
る
港
の
働
き
は
心
臓
謂
重
要
性

を
も
っ
て
い
る
だ
け
に
関
係
者
の
協
調
体

制
確
立
に
努
力
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

輸
出
の
通
関
お
よ
、
長
置
場
所
は
、
主

要
税
関
官
署
や
通
関
業
者
の
所
在
す
る
東

京
お
よ
び
横
浜
の
港
頭
地
区
が
大
部
分
を

占
め
、
コ
ン
テ
ナ
誌
を
す
る
者
は
、
港

湾
荷
役
業
者
と
メ
ー
カ
ー
が
大
部
分
で
、

港
湾
荷
役
業
者
は
取
扱
量
の
半
分
を
自
己

倉
庫
に
、
二
五
%
を
叢
の
公
共
上
屋

で
、
ま
た
メ
ー
カ
ー
は
殆
ん
ど
全
部
を
自

己
倉
庫
で
取
扱
っ
て
し
た
。
米
国
か
ら
の

日
本
向
け
輸
出
品
物
に
つ
い
て
も
そ
の
積

め
合
せ
は
相
当
部
分
港
頭
地
区
で
行
b
れ

て
い
た
こ
と
は
日
本
と
変
り
が
な
い
よ
う

.

生
産
の
発
展
、
貿
易
の
振
興
を
図
る
上

に
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
の
持
つ
重
要
な
価
値
を

需
し
、
関
係
業
界
は
海
上
ニ
ソ
テ
ナ
輸

送
を
ひ
と
り
海
運
業
者
の
利
益
追
求
の
手

段
と
の
み
見
な
い
で
、
荷
主
に
と
っ
て
も

貨
物
損
害
事
故
の
減
小
く
輸
送
期
間
の
短

縮
、
抜
荷
の
減
小
ノ
、
包
装
費
用
の
削
減
、

在
庫
費
用
の
節
約
、
通
関
手
芳
簡
素
化

そ
の
他
多
く
の
利
点
か
数
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
の
で
コ
ソ
テ
ナ
輸
送
の
発
達
に
進

ん
で
協
力
し
こ
れ
の
効
率
的
利
用
に
心
が

げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
0

、
ー

ー
ー

/
J
/
、
、
、

と

え
、
ゞ

〒
そ
れ
で
な
く
て
も
お
酒
と
い
う
も
の
は
、
ヤ

レ
気
狂
い
水
だ
の
、
ヤ
レ
百
薬
の
長
だ
の
、
古

来
か
ら
ま
こ
と
に
か
し
ま
し
き
論
争
が
行
な
b

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
酒
を
の
み
お
酒
の
う
ま
さ
を
知
ら
な
い
人

は
、
お
金
を
つ
か
っ
て
ょ
っ
.
は
ら
っ
て
フ
ホ
な

人
や
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

、
闇
ユ
、
か
、
し
か
し
、
ゼ
ニ
金
に
か
え
ら
れ
な
い
も

の
が
お
酒
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。

今
の
世
の
中
は
お
金
さ
え
出
せ
ぱ
あ
る
程
度

の
満
足
が
ゆ
く
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

い
や
、
な
に
も
か
も
ゼ
ニ
金
而
い
て
い
る
の

だ
、
と
い
っ
て
も
導
叩
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
お
金
だ
け
あ
れ
ば
文
学
も
音

楽
も
絵
も
宗
教
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
芸
術
的

価
値
の
た
か
い
も
の
は
い
ら
な
い
か
と
い
え

ば
、
そ
う
は
ゆ
か
な
い
。

お
金
が
く
さ
る
ほ
ど
あ
っ
て
も
ノ
ド
の
か
わ

き
は
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
ん
な
立
派

、
0

し

な
家
に
住
ん
で
ぜ
い
た
く
ざ
ん
ま
い
な
食
事
を

し
て
も
、
そ
こ
に
愛
情
と
い
う
も
の
が
通
わ
な

け
れ
ぱ
心
の
か
わ
き
を
い
や
す
こ
と
は
で
き
な

筆
者
略
歴

明
治
三
十
二
年
奈
良
市
に
生
る
。
大

正
十
三
年
逓
信
省
に
入
る
。
戦
後
昭
和

二
十
五
年
東
西
上
屋
株
式
会
社
取
締
役

社
長
に
就
任
。
二
十
九
年
日
本
船
主
協

会
理
事
長
に
就
任
。
四
十
一
年
日
本
航

洋
曳
船
株
式
会
社
取
締
役
社
長
就
任
。

四
十
二
年
日
本
船
主
協
会
副
会
長
に
就

任
現
在
に
至
る
。

〒
'

ヂ
・
ゞ
生
,

手
与 J

制
止
t
る
こ
と
も
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
は
し

な
い
。し

か
も
欲
望
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
と
も
す

れ
ぱ
私
の
心
の
す
み
に
う
ご
め
く
殺
意
と
い
う

本
能
に
は
標
然
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

電
も
い
つ
で
も
私
た
ち
は
人
殺
し
が
で
き

る
。
い
や
、
し
ょ
0
 
ち
ゅ
う
心
の
中
で
は
殺
人

を
お
か
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
な
の
だ
。

こ
う
し
た
己
の
心
空
纖
す
る
人
と
し
な
い

人
か
い
る
。
意
識
し
て
も
し
な
く
て
も
歓
が
な

い
と
い
う
人
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。

と
く
に
今
の
よ
う
な
物
質
オ
ソ
リ
ー
と
い
う

お
金
プ
ラ
ス
消
費
経
済
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ

、
、て

生
き
て
い
る
貯
代
に
は
、
心
と
い
う
も
の
を

ふ
み
に
じ
つ
て
つ
い
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な

」

、
゛J
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、
0人

闇
に
は
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
心

の
中
に
は
善
と
悪
と
が
同
居
L
て
し
る
。
堂
同

説
を
と
な
え
る
人
も
い
る
が
私
は
性
亜
繍
を
と

る
。私

自
身
の
心
の
中
を
と
り
だ
し
て
み
て
も
、

悪
の
心
ば
か
り
で
善
な
心
は
ほ
ん
の
ひ
と
カ
ケ

ラ
し
力
な
い
と
思
う

誰
よ
り
も
お
金
が
ほ
し
い
。
誰
よ
り
も
ス
テ

キ
な
着
物
を
き
た
い
。
誰
よ
り
も
立
派
な
家
に

住
み
た
い
。
そ
う
い
っ
た
,
誰
よ
り
も
"
と
い

う
心
、
あ
る
い
は
人
を
押
L
の
け
て
も
と
い
う

歓
望
を
も
と
に
し
た
心
は
性
悪
の
心
か
ら
し
か

お
こ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

人
問
と
い
う
も
の
は
欲
の
か
た
ま
り
で
あ

る
。
汰
か
ら
次
へ
と
わ
き
あ
が
る
ど
す
黒
い
欲

望
、
は
、
少
た
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
善
な
心
で
は

歴

随
想
1

フ
戸

'

鮓
年
の
慕
、
マ
ス
コ
ミ
が
騒
然
と
か
き
た
て

た
も
の
に
チ
ク
ロ
と
サ
リ
チ
ル
酸
問
題
が
あ

る
。
そ
れ
以
後
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
酒
席
で
日

本
酒
の
サ
リ
チ
ル
酸
害
に
つ
い
て
か
な
り
追
及

さ
れ
る
は
め
に
な
っ
た
私
で
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
、
私
は
た
だ
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ

て
杯
を
ほ
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
サ
リ
チ
ル
酸
を
い
れ
る
よ
り
い
れ

な
い
ほ
う
が
い
い
に
き
ま
っ
て
い
る
し
、
だ
か

ら
と
い
0
て
に
わ
か
に
日
本
酒
を
い
み
き
ら
う

な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ぅ
に
、
バ
カ
げ
た
は

な
し
と
い
う
ほ
力
な
い

1

先
生
は
お
酒
そ
の
も
の
も
大
変
お
好
き
で
大

そ
う
酒
豪
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
お
酒
よ

り
も
な
お
愛
し
て
お
ら
れ
た
の
は
、
酒
憾
集

う
ハ
タ
カ
の
人
ん
の
心
だ
っ
た
。

人
そ
れ
ぞ
れ
深
い
悩
み
を
も
ち
苦
い
過
去
を

も
つ
。
え
え
カ
ッ
コ
は
し
て
い
て
も
佶
財
に
苦

し
ん
で
い
る
人
も
あ
る
。
愛
す
る
妻
子
を
も
ち

な
が
ら
も
灼
熱
の
恋
に
狂
う
人
も
い
る
。
あ
り

あ
ま
る
万
能
を
も
ち
な
が
ら
も
売
れ
ず
に
半
ぱ

ヤ
ケ
に
な
っ
て
い
る
文
学
生
門
年
な
ど
・
・
・
・
・
・
火
野

先
生
の
お
宅
に
は
、
先
生
の
庶
民
的
な
誓
で

も
わ
け
へ
だ
て
な
く
つ
き
あ
っ
て
く
だ
さ
る
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
柄
に
ひ
か
れ
て
禅
々
雑
多

な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。

そ
の
人
た
ち
と
お
酒
を
く
み
あ
う
と
き
の
先

生
の
な
ん
と
も
い
え
ず
さ
わ
や
か
な
娘
し
そ
う

な
お
顔
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

性
悪
な
人
間
が
お
酒
と
い
う
天
の
美
禄
を
ひ

び
わ
れ
た
心
に
そ
そ
ぎ
こ
む
と
ミ
性
き
立

ち
か
え
る
。
お
酒
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ

愛
情
を
も
た
な
い
人
も
お
酒
を
,
飲
ん
で
酔
う

と
、
お
の
ず
と
情
が
わ
き
あ
が
る
。

人
生
に
は
お
祭
な
く
て
は
な
ら
な
い
所
以

は
こ
こ
に
も
あ
る
。
欲
望
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て

い
て
も
、
心
う
れ
し
い
お
酒
を
く
む
こ
と
か
で

き
れ
ば
ゼ
一
一
金
で
は
な
い
、
大
切
な
も
の
が
人

生
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
酒
は
教
え
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。
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1
中
小
企
業
庁
だ
よ
り

わ
が
国
流
通
部
門
は
全
人
口
の
一
割
弱

を
抱
え
る
重
要
部
門
で
、
そ
の
大
半
は
中

小
企
業
で
す
。
そ
の
近
代
化
の
遅
れ
は
目

立
つ
も
の
が
あ
り
、
最
近
に
お
け
る
経
済

の
効
率
化
の
要
請
と
相
俟
っ
て
今
後
の
急

速
な
改
善
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
t
0
 
主

た
、
物
価
の
安
定
、
資
本
自
由
化
の
推
進

と
い
う
重
要
課
題
の
解
決
の
た
め
に
も
、

こ
れ
は
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
が
ら
で
t
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら

中
小
企
業
庁
で
は
、
通
産

省
企
業
局
と
一
緒
に
な
っ

て
、
新
年
度
の
流
通
近
代

化
施
策
の
重
点
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
そ
の
要
点

は
次
の
通
り
で
t
。

流
通
近
代
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示

一
昨
年
産
業
構
造
,
鴛
会
で
取
り
ま
と

め
た
、
い
わ
ゆ
る
流
通
近
代
化
五
力
年
計

画
を
新
た
に
見
直
す
こ
と
と
し
、
さ
ら
に

こ
の
計
画
は
物
資
別
地
域
別
に
詳
細
な
も

の
と
t
る
予
定
で
す
。
と
く
に
、
地
域
別

に
ば
各
通
産
局
単
位
で
地
元
続
通
近
代

化
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
近

く
地
城
の
実
情
を
反
映
し
た
近
代
化
ビ
ジ

,
ン
が
策
定
さ
れ
る
運
び
に
な
り
ま
す
0

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
商
店
街
や
小
売

業
商
圏
変
動
状
況
等
各
種
の
器
編
査
も

行
な
い
ま
す
。

商
業
近
代
化
地
域
計
画
の
策
定

わ
が
国
は
経
済
の
発
展
と
と
も
に
高
密

度
社
会
に
突
入
し
つ
つ
ぁ
り
、
今
後
、
地

域
経
済
を
再
構
成
し
て
、
機
能
的
効
率
的

な
住
み
ょ
い
主
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
か

流
通
近
代
化
施
策

△
7
 
後

の
地
域
政
策
に
関
す
る
提
言
を
行
な
っ
て

行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
0

個
別
企
業
の
体
質
の
強
化
と

近
代
化

流
通
近
代
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
流

通
担
当
企
業
、
と
く
に
中
小
商
業
者
に
つ

い
て
、
協
業
化
と
機
能
の
高
度
化
を
促
進

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
0
 
ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー

チ
エ
ー
ソ
化
や
商
店
街
近
代
化
の
推

.

ま
た
共
同
七
ン
タ
ー
の
設
立
、
七
ル

、

要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
業
は
立
地
産
業

と
し
て
地
域
の
発
展
に
左
右
さ
れ
る
の
み

な
ら
、
ず
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
向
上

と
も
{
出
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
商
業
の
近
代
化
を
住
み
ょ
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
眺
め
、
こ
れ
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本

商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
さ
し
当

リ
モ
デ
ル
的
に
適
当
な
「
商
業
近
代
化
地

域
」
四
地
域
を
選
定
し
、
十
年
先
を
目
標

に
計
画
を
つ
く
り
、
商
業
近
代
化
の
た
め

緊
要
な
税
法
の
研
究

私
は
税
法
の
専
門
家
で
も
な
い
し
、
ま
た
経

営
一
本
槍
の
立
場
に
も
い
な
い
が
、
税
務
所
か

ら
逃
げ
か
く
れ
す
る
よ
り
、
税
法
を
可
究
し

て
払
わ
な
い
で
す
む
な
ら
な
る
べ
く
払
わ
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、
当
絵
う
べ
き
分
は
払
っ

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
日
本
経

済
新
聞
で
「
ゼ
イ
キ
ソ
報
告
」
と
い
う
連
載
を

し
た
。
こ
の
本
は
単
行
本
に
な
っ
て
か
ら
も
べ

ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
を
続
け
た
の
で
ご
承
知
の
方

は
今
後
、
非
常
に
重
要
に
な
一
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
臣
通
シ
ス
テ

ム
化
推
進
会
議
」
(
仮
称
)
を
設
け
て
、
政

府
、
業
界
、
消
費
者
と
も
ど
も
抜
本
的
な

シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
た
め
、
配
送
セ
ン

タ
ー
、
高
層
自
動
倉
庫
な
ど
の
拠
点
施
設

の
設
置
促
進
の
た
め
の
融
資
制
度
を
謬

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
0

以
上
の
ほ
か
、
不
公
正
競
争
の
規
制
、

大
規
模
商
業
と
中
小
小
売
商
と
の
調
整
な

ど
の
「
取
引
の
適
正
化
」
に
つ
い
て
、
、

今
後
、
施
策
の
強
化
を
図
り
、
一
卸
商
業

団
地
や
シ
"
ツ
ピ
ソ
グ
七
ソ
タ
ー
の
建
設

促
進
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
籍
近
代

化
ビ
ジ
"
ソ
に
即
し
て
新
し
い
角
度
か
ら

さ
ら
に
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
「
籍
金
融
の
円
滑
化
」
の

た
め
一
層
、
政
策
金
融
(
振
興
事
業
団
、

中
小
公
庫
)
等
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、

長
銀
等
の
特
別
融
資
に
ょ
る
国
民
生
活
関

連
機
器
の
り
ー
ス
制
度
を
新
設
す
る
な

ど
、
民
間
ベ
ー
ス
の
金
融
環
境
の
整
備
に

も
つ
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
0

最
後
に
、
流
通
部
門
に
お
げ
る
「
人
材

の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
商
業
技

術
老
研
修
制
度
の
拡
充
だ
け
で
な
く
、
流

通
高
等
専
門
学
校
制
度
の
創
設
な
ど
に
、

つ
と
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
0

のの
方
向

1
経
営
と
税
金

フ
サ
ー
ビ
ス
化
な
ど
の
省
力
化
対
策
、
さ

ら
に
商
業
技
術
者
研
修
制
度
な
ど
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
過

去
の
実
施
状
況
を
参
考
に
、
そ
の
改
善
と

充
実
に
努
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
し
立

t
。

近
代
的
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進

流
通
に
関
連
す
る
各
分
野
、
各
企
業
に

わ
た
っ
て
、
流
通
機
能
の
塗
口
的
効
率
化

1
流
通
活
動
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
こ
と

税
金
に
対
す
る
三
つ
の
ポ
ー
ズ

(

税
金
を
払
う
ま
い
と
す
る
姿
勢

私
の
と
こ
ろ
へ
財
務
の
相
談
に
見
え
る
人
々

の
税
金
に
対
す
る
態
度
を
観
察
し
て
い
る
と
、

大
体
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

何
し
ろ
税
金
は
個
人
に
つ
い
て
は
累
進
税
率

が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
年
収
が
四
百
万
円
あ
た

り
超
え
て
く
る
と
、
何
の
た
め
持
金
も
う
け
を

し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
税
金
に

ガ
ッ
ポ
リ
持
っ
て
行
か
れ
る
。
だ
か
ら
税
金
に

対
す
る
自
衛
本
能
み
た
い
な
も
の
が
無
意
識
の

う
ち
に
生
じ
て
く
る
が
、
そ
の
場
合
、
異
物
に

対
す
る
拒
否
反
能
を
示
す
も
の
と
、
異
物
を
抱

え
た
ま
ま
生
命
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
も
の
と

に
分
か
れ
る
の
は
自
然
界
の
現
象
に
ょ
く
似
て

(¥

作
家つ

て
い
る
現
金
は
百
万
円
ず
つ
に
分
割
し
て
親

戚
知
友
の
名
前
で
貸
付
磊
に
投
じ
て
い
る
。

こ
う
す
る
と
殆
ん
ど
税
金
が
か
か
ら
な
い
で
す

む
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
最
近
の
イ
ン
フ
レ

で
現
金
を
ひ
き
出
し
て
不
動
産
を
買
い
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
、
金
は
持
っ

て
い
て
も
自
分
の
名
前
で
は
な
い
か
ら
、
自
分

の
名
前
で
投
資
物
件
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
困
っ
て
私
の
と
こ
ろ
へ
相
診
み
ぇ

た
の
だ
が
、
税
金
は
い
く
ら
払
っ
て
し
る
の
で

す
か
と
き
い
た
ら
、
頭
割
り
の
住
民
税
く
ら
い

の
も
の
で
す
よ
、
と
い
う
。

「
そ
う
い
う
税
金
の
払
い
方
を
し
て
い
る
と

こ
う
い
う
時
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。
或
る

程
度
税
金
を
お
払
い
に
な
っ
て
お
れ
ぱ
、
金
が

あ
る
と
い
う
弁
明
が
つ
く
の
で
す
が
ね
」
と
私

が
云
っ
た
。

「
そ
れ
に
大
体
、
今
の
よ
う
に
道
を
つ
く
つ

た
り
、
飛
行
場
を
つ
く
つ
た
り
す
る
の
に
税
金

の
か
な
り
の
部
分
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
道
の
歩
き
賃
く
ら
い
は
お
払
い
に
な
る
の

が
国
民
の
義
務
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

(

裏
街
道
行
く
も
の
に
金
持
ち
な
し

税
金
を
払
わ
な
い
で
す
ま
せ
よ
う
と
す
る
人

た
ち
に
対
し
工
私
は
い
つ
、
公
仕
璽
鼠
の
使

用
料
を
払
え
と
い
う
云
い
方
を
す
る
。
大
抵
の

人
は
そ
れ
で
納
得
し
て
く
れ
る
が
、
税
金
を
払

う
こ
と
を
す
す
め
る
理
由
は
実
は
別
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
税
金
を
払
わ
な
い
で
す
ま
せ
よ
う
と

す
る
と
、
ど
ぅ
し
て
も
所
得
が
な
い
よ
う
に
見

せ
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
、

事
業
に
消
極
的
に
な
り
、
結
局
、
お
金
も
う
け

の
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
が
し
て
し
ま
う
結
果
に
な

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
税
金
を
払
わ
な

で
、
う
ま
く
人
生
の
裏
街
道
を
く
ぐ
り
ぬ
け

いよ
う
と
い
う
人
に
大
金
芝
な
っ
た
人
は
あ
ま

り
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
積
極
的
な
人
も
、
税
務
署

に
往
生
し
て
い
る
こ
と
は
同
様
だ
が
、
「
V
や

な
共
同
経
営
老
」
を
抱
え
た
よ
う
な
気
持
で
ど

ん
ど
ん
事
業
を
し
て
行
く
。
税
金
と
い
う
も
の

は
所
得
が
発
生
し
な
け
れ
ば
か
か
っ
て
く
る
も

の
で
な
い
か
ら
、
最
終
的
に
は
払
え
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、
も
う
け
て
も
、
も

う
け
て
、
、
半
分
は
税
金
に
持
っ
て
い
か
れ
る

「
な
あ
に
、
全
部
も
っ
て
い
か
れ
る
わ
け

、
、
、
、
力じ

ゃ
な
い
さ
」
と
覚
悟
を
き
め
て
、
積
極
経
営

を
や
れ
ば
、
結
局
は
税
金
も
払
う
が
、
事
業
も

大
き
く
な
っ
て
行
く
。
戦
後
個
人
資
本
か
ら

出
発
し
て
大
会
社
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
大
抵
、

こ
の
考
え
方
の
人
た
ち
に
ょ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

少
し
極
端
な
例
に
な
る
が
、
商
売
を
や
っ
て

い
る
人
元
ち
の
中
に
は
税
金
を
絶
対
に
払
う
ま

い
と
い
う
姿
勢
で
一
貫
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
、
商
店

街
に
月
八
万
円
で
貸
し
て
い
る
店
を
持
っ
て
い

る
人
が
あ
る
。
そ
の
人
は
家
賃
収
入
は
店
子
さ

ん
と
話
合
い
を
し
て
低
目
に
申
告
し
、
他
に
持

(
'

と
こ
ろ
が
拡
張
に
つ
ぐ
拡
張
で
事
業
を
や
っ

て
き
た
人
た
ち
も
、
こ
の
前
の
不
況
あ
た
り
か

ら
、
そ
の
無
謀
な
拡
張
を
続
け
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
ぞ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ス
ト

イ
ン
フ
レ
が
あ
る
一
方
で
、
販
売
競
争
段
化

す
る
た
め
、
企
業
採
算
が
み
る
み
る
悪
化
し
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
苦
心
惨
惚
し
て

折
角
稼
い
だ
も
の
を
持
っ
て
行
か
れ
る
の
が
バ

力
ら
し
く
な
っ
て
く
る
。
、
「
税
金
の
研
究
を
し

て
節
税
の
方
法
を
考
え
だ
す
の
も
金
も
う
け
の

う
ち
だ
」
と
気
づ
い
た
人
々
は
、
税
理
士
や
公

、
嬰
計
士
に
ま
か
せ
っ
き
り
に
し
て
い
た
会
社

や
個
人
の
税
金
に
も
神
経
を
使
う
よ
に
な
り
、

私
の
と
こ
ろ
へ
現
わ
れ
る
中
小
企
業
の
経
営
老

の
中
に
も
、
時
に
は
私
を
感
心
さ
せ
る
よ
う
な

豊
富
な
税
知
識
を
井
っ
て
い
る
人
が
あ
る
。
 
L

か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
人
は
数
と
し
て

は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
先
ず
十
人
の
う
ち
九

人
ま
で
が
税
務
署
と
き
く
と
逃
け
腰
に
な
る
の

が
実
状
で
あ
ろ
う
。

、
ず
漢

る
0

邱

U
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も
多
い
と
思
う
が
、
そ
の
後
更
に
頼
ま
れ
て
経

喜
会
報
で
、
今
度
は
事
業
学
、
資
産
学
の
た

め
の
「
節
税
と
実
際
」
と
い
う
連
載
を
書
い

た
。
こ
れ
は
「
年
収
二
百
万
円
以
上
の
人
有
用

の
本
」
と
副
題
が
つ
い
て
、
目
下
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ズ
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
が
、
一
冊

千
五
百
円
も
す
る
本
が
こ
ん
な
売
れ
方
を
し
て

い
る
の
を
見
る
に
つ
け
、
如
何
に
税
金
に
対
す

る
経
営
者
た
ち
の
関
心
が
強
く
な
っ
た
か
、
改

め
て
目
を
見
張
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に
あ
げ
た
三
つ
の
タ
イ
プ
の
中
一
と
二

の
タ
イ
プ
の
人
六
が
も
ち
ろ
ん
圧
倒
的
に
多
数

を
占
め
て
い
る
わ
け
だ
が
、
私
に
云
わ
せ
る

と
、
こ
の
人
た
ち
も
な
る
べ
く
税
法
の
研
究
を

し
て
、
税
務
署
員
を
云
い
負
か
せ
ら
れ
る
く
ら

い
の
禦
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
国
民

の
一

ノ
一
ノ

わ
け
て
も
多
額
の
税
金
を
払
う

、

人
た
ち
が
税
法
倫
通
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

税
金
は
と
り
に
く
く
な
る
。
税
金
が
と
り
に
く

く
な
れ
ば
、
国
費
の
濫
讐
が
小
ノ
し
は
改
ま
る
だ

ろ
う
。
ま
た
国
が
富
ん
で
国
民
が
貫
し
い
の
よ

り
は
国
民
が
富
ん
で
国
が
つ
つ
ま
し
い
方
が
よ

い
か
ら
、
皆
が
税
金
の
行
方
に
つ
い
て
真
剣
に

追
究
す
る
姿
勢
に
な
っ
た
方
が
よ
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
は
や
は
り
税
法
の
知
勢
普
及

か
前
提
に
な
る
か
ら
、
難
し
い
本
を
読
力
よ
り

も
先
ず
、
私
の
本
あ
た
り
か
ら
入
っ
て
下
さ
い

ー
と
ん
だ
と
こ
ろ
で
我
田
引
水
に
な
っ
て
し
ま

つ
た
。

て、しつこ1

一
、
人
の
選
考
採
用
に
あ
た
っ
て
は

人
種
・
信
条
・
性
別
・
社
会
的
身

分
・
門
地
・
従
前
の
職
業
・
労
働

組
合
の
組
倉
貝
で
あ
る
こ
と
等
を

理
由
に
差
別
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
0

ニ
、
選
考
書
類
の
う
ち
身
上
墾
国
な

ど
を
社
用
紙
に
ょ
っ
て
提
出
さ
せ

る
場
合
、
内
容
発
別
的
な
項
目

ガ
な
い
よ
う
に
0

Ξ
、
採
否
に
あ
た
っ
て
峡
家
庭
の

資
産
・
環
境
・
住
居
状
況
・
家
族

の
職
業
等
に
ょ
り
左
右
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
0

Ⅱ

盟
)

同
合

解
業
落
業
落
企
部
(

上

転
備
運
設

〒

国
税
不
服
審
判
所
発
足
の
お
知
ら
せ

定
例
税
務
相
談
で
お
な
じ
み
の
協
議
 
t
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
が

団
が
次
の
よ
う
に
生
れ
変
り
ま
す
。
納
税
者
に
は
あ
り
ま
し
た
。
審
判
所

国
税
通
則
法
の
改
正
法
案
が
、
四
十
五
は
、
国
税
局
長
か
ら
独
立
し
て
、
公
平

年
三
月
五
日
衆
議
院
本
会
議
で
、
三
月
二
な
立
場
で
審
査
の
壁
を
審
理
し
、
審

十
七
日
参
議
院
本
会
電
、
そ
ー
ぞ
れ
可
判
所
長
か
最
鴛
定
を
行
な
う
か
ら
、

税
務
者
の
不
安
は
い
っ
さ
い
な
く
な
る

決
さ
れ
ま
し
た
0

こ
ー
に
ょ
り
四
卜
五
年
五
月
一
日
よ
り
こ
と
に
な
り
ま
す
そ
の
う
え
国
税
庁

「
国
税
不
服
審
判
所
」
が
発
足
す
る
こ
と
長
官
の
出
し
た
通
達
に
し
ぱ
ら
れ
る
こ

に
な
り
、
審
査
請
求
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
な
し
に
、
も
っ
と
も
適
正
な
解
決
方

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
あ
り
ま
す
法
を
考
え
、
そ
の
解
決
方
法
に
国
税
庁

恊
議
団
は
廃
止
さ
ー
る
こ
と
に
な
り
ま
し
長
官
か
不
賛
成
で
も
「
国
税
審
査
△
支

の
議
決
に
も
と
づ
か
な
い
限
り
は
、
審

ナ
そ
れ
で
は
、
「
国
税
不
服
審
判
所
」
と
申
所
の
沙
定
を
弱
か
し
た
り
拒
否
す

は
ど
ぅ
い
う
所
か
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

ニ
、
審
査
の
請
求
を
す
る
に
は

弌
国
税
不
服
審
判
所
の
役
割

こ
れ
は
更
正
、
決
定
等
の
処
分
を
し
た

国
税
局
や
、
税
務
署
か
ら
独
立
し
て
、

納
税
者
か
ら
の
審
査
の
請
求
を
取
り
扱
税
務
署
長
や
、
国
税
局
長
に
対
し
て
、

ま
ず
異
議
申
立
て
を
し
て
、
そ
の
決
定

う
機
関
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
「
協
議
団
」
が
審
査
の
請
を
う
け
て
始
め
て
で
き
る
場
合
と
、
青

求
を
審
理
し
、
そ
の
う
え
で
国
税
局
長
色
申
告
者
の
よ
う
に
直
接
で
き
る
場
合

が
最
終
の
決
定
を
し
て
い
ま
し
た
0
 
と
と
か
あ
り
ま
す
。

こ
ろ
が
、
国
税
局
長
は
、
片
方
で
、
課
税
審
査
の
粟
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
へ
提

や
徴
収
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
ど
出
し
て
頂
け
ぱ
よ
ろ
し
い
。
弁
護
士
も

う
し
て
も
、
税
務
署
に
有
利
な
決
定
を
訴
訟
費
用
も
い
り
ま
せ
ん
0

上

同

同

上

一

同

名

四
、
選
老
期
日
に
つ
い
て
は
特
に
厳

ノ
"
.

度

イ

人
証

、
張

r

守
し
て
く
だ
さ
い
0

(
高
卒
者
の
職
業
紹
介
が
円
滑
か

つ
適
正
に
行
な
う
面
か
ら
も
ビ

協
力
願
い
ま
す
。
)

保
資1

、,
ロ

者
証

学
保
事宇ヰ

γ
一

見
融
見
一
r

確
認
印
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
後
学
校
へ
送
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

学
校
で
は
求
人
票
に
管
轄
安
定
所

の
確
認
印
が
な
い
と
き
は
紹
介
い

た
し
ま
せ
ん
。

ニ
、
求
人
票
の
用
紙
は
安
定
所
に
あ

り
ま
す
0

三
、
求
人
票
の
確
認
は
管
轄
安
定
所

で
五
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

金
証

資
保

県
小

一
釜

輸
別

弌
保

太
f

ノ
ー

連
証保資

ヨ
三
三
三
=
一
三
三
三
三
=
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
主
三
三
き
三
=
=
=
一
一
三
三
三
三
一
=
三
三
=
一
三
=
一
一
=
三
三
一
=
=
一
主
一
=
三
三
き
三
三
=
一
三
三
三
三
三
三
三
=
=
E
三
=
一
=
一

C

備設

高
等
学
校
卒
業
者
採
用
手
続
に
つ
い
て

業
証

企
保

昭
和
四
十
六
年
三
月
卒
業
者
を
対
象
と

す
る
求
人
の
器
に
つ
い
て
労
働
・
文
部

両
省
に
お
い
て
次
の
措
置
を
と
る
こ
と
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

選
考
開
始
は
八
見
一
日
以
降
に
(
厳
守
)

八
月
一
日
以
前
に
選
考
を
開
始
す
る

事
業
所
に
は
学
校
も
公
共
職
業
安
定

所
も
生
徒
の
推
せ
ん
を
行
な
い
ま
せ

ん
。

「
求
人
申
込
さ
れ
る
と
き
に
は
次
の
点

に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
0
」

設
特

三
三
=
一
=
三
三
三
=
三
三
三
三
三
=
主
三
一
=
三
E
-
=
=
三
=
一
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
=
三
き
三
三
三
=
三
を
三
三
三
=
一
三
三
三
三
芸
三
三
三
三
三
一
=
Ξ
=
一

、

曽融
市
,良金

奈
資

四
、
応
募
書
類
(
社
用
紙
)
を
作
成

提
出
さ
せ
た
場
合
は
、
そ
の
社
用

紙
二
部
を
確
腎
際
安
定
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
0

「
新
規
高
卒
者
採
用
に
際
し
、
次
の
よ

う
な
事
項
に
は
特
に
ご
留
意
く
だ
さ

一
、
新
規
高
泰
人
は
直
接
学
校
へ

申
込
む
場
合
で
あ
っ
て
も
す
べ
て

管
轄
安
定
所
に
求
人
票
を
提
出
し
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2名

L、
0

L^

上

県保証協会の

ξ'

県保証協会では1月の保証料率の引き下げに統いて、従来の保証料率日歩建から下記一覧表の通り年利建に
移行されましたので、お知らせします。
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無担保
特別小

ミ、

同

,」、
口

県小規模事業 土.
小口簡易融資保証

1企業者保証限度

(他に
組<
(他に

県部落産業小規模事業
者特別小口融資保証

1,500万円以内
300万円以内)

3,000万円以内
300万円以内)

/1丈

特

信用保証制度

出振興
融資

保証恊会市役所_
商工会議所

50万円以内

年
特別

保証期間

50万円以内

100万円以内 1

50万円以内

1栴
別

とし
資保

3年以内
5年以内

運転
1聖ι市

50万円以内

1^鉦料 1"" 1雁川

近
融資

倒産

特別融

、。場合

2年以内
3年以内

化
証

}靈東云

関

組合

800万円以内

1 :゛

1年以内

.91%

俎<

1^

不

不

70万円以内
100万円以内

1玲

0.吻1

3,000万円以内
5,000万円以内

2年以内

申込窓口

0,91%1不要不要
1 、不要

組合

運転
6 ケ月捌、内

保証協会

金融機関

1,800万円以内
3,300万円以内

2

ノ」、ロ

1同上及び市町
所、商工
保証協会
金融機関

運1広
4 ケ月以内

不

ミ聖イ1甫

年11.09%1

50万円以内

2名

場合 2名

200万円以内 1

呆で

5年以内

商工会議所
会商工

^i^

ノ

.09%

3年以内

1頂

].27%

1^゜^1・2年以内 1年0.91%"恥 1".眺1".

普通副

50万円以1
下 1必要の
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ド
ラ
イ
バ
ー
仙
昌
理

自
動
車
に
ょ
桑
冬
噐
故
死
傷
者
の
数

は
年
々
上
昇
を
統
け
て
大
き
な
社
会
W

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
説
明
す

る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
事
故
の

防
止
対
策
と
な
る
と
、
交
通
信
号
を
守
れ

と
か
、
飲
酒
運
転
や
わ
き
見
運
転
を
す
る

な
と
か
い
っ
た
個
々
の
心
得
に
期
待
す
る

と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
自
動
車
の
機
能

と
か
、
運
転
者
の
能
力
、
心
理
と
か
、
首

路
の
構
造
と
か
い
っ
た
根
本
的
な
も
の
を

ふ
ま
え
た
対
策
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
0

こ
れ
で
は
自
動
車
に
ょ
る
交
通
事
故
の

増
大
を
く
い
と
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し

く
、
こ
れ
を
く
し
と
め
よ
う
と
い
う
の
な

ら
、
自
動
交
工
社
、
道
路
行
政
を
司
る
官
公

庁
お
よ
び
、
運
転
者
な
い
し
そ
の
運
転
者

の
管
理
者
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
真
剣
に

こ
の
問
題
と
と
り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
自
動
車
の
迎
転
者
な
い
し
そ

の
管
理
者
と
し
て

は
さ
し
、
づ
め
ど
ぅ

い
う
こ
と
が
必
要

か
と
い
う
と
、
事

故
は
ど
ぅ
い
う
人

、
^
ど
ぅ
し
う
^
^

の
時
に
,
し
易

の
か
と
い
う
こ
と
を
科
学
的
に
調
査

いし
、
正
確
な
知
識
の
上
に
正
し
い
対
策
を

た
て
て
い
く
こ
と
で
あ
る
0

で
は
、
い
ま
ま
で
の
調
査
で
ど
の
程
度

の
こ
と
ま
で
判
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
第
一
は
、
精
神
的
に
い
ろ
い
ろ
b
だ

か
ま
り
あ
る
場
合
に
は
事
故
が
多
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
0

あ
る
研
究
に
ょ
る
と
、
家
庭
生
活
に
不

満
の
あ
る
者
の
中
で
事
故
を
起
こ
し
た
人

は
三
十
八
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
に
及
ん
で
い
る

し
、
ま
た
別
の
調
査
で
は
、
事
故
を
起
こ

し
た
者
の
う
ち
三
十
。
ハ
ー
七
ソ
ト
は
仕
事

や
職
場
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
0

こ
う
し
九
関
係
か
ら
か
、
米
国
の
シ
カ

コ
に
あ
る
運
送
会
社
は
、
家
族
ぐ
る
み
の

1

{
女
全
対
策
と
い
う
の
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
運

転
手
の
家
庭
に
、
ど
ぅ
す
れ
ぱ
一
家
の
主

人
に
気
持
よ
く
働
い
て
も
ら
え
る
か
と
や

う
心
得
を
き
た
本
を
送
る
と
と
も
に
、

あ
る
一
定
期
間
無
事
故
だ
と
あ
る
点
数
を

与
え
、
こ
の
点
数
に
ょ
っ
て
、
家
庭
の
主

婦
の
欲
し
が
る
も
の
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
事
故
を
小
ノ
な

く
お
さ
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
0

話
が
横
道
に
そ
れ
た
が
、
第
二
に
重
要

央
火
)
二
戸
一
f

新
入
社
員
受
入
れ
講
習
会
開
催

な
こ
と
は
、
事
故
を
多
く
起
す
者
は
、
虚

忠
が
強
い
者
、
快
'
釜
求
的
な
者
道

誇
な
潔
癖
感
の
低
い
者
、
教
養
程
度
の

低
い
者
に
比
較
的
多
い
が
、
必
ず
し
も
性

格
的
に
欠
陥
が
あ
る
者
と
は
い
え
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
0
 
こ
の
こ
と
は
自
動
車

の
事
故
と
い
う
の
は
、
運
転
す
る
者
の
能

力
以
上
に
車
の
条
件
、
道
路
の
条
件
な
ど

の
外
的
要
因
が
大
き
く
作
用
す
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
わ
け
で
、
運
転
車
の
自
戒

と
か
注
意
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
0

第
三
に
は
、
感
覚
、
と
く
に
視
機
能
す

な
わ
ち
眼
の
機
能
と
事
故
と
は
深
い
関
係

が
あ
り
、
こ
の
中
で
も
乱
視
と
左
右
の
視

力
の
途
い
が
あ
る
者
お
よ
び
ま
ぶ
し
さ
に

二
打
二
十
四
日
t
二
月
二
十
六
日
の
三
日
間

新
入
社
員
の
受
入
れ
を
目
前
に
控
え
、
正
し
い

受
入
れ
体
制
を
確
立
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
標

、
需
習
会
を
開
催
、
当
面
す
る
現
実
の
問
題

点
、
及
び
対
策
等
に
つ
き
質
疑
応
答
も
交
え
参

加
者
一
同
恕
に
受
講
し
盛
況
で
あ
っ
た
。

耐
え
る
力
の
弱
い
者
が
事
故
を
多
く
お
こ

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
0

以
上
の
ほ
か
に
も
ま
だ
あ
る
が
こ
う
し

た
研
究
を
基
礎
に
お
い
て
対
策
を
た
て
れ

ぱ
、
も
っ
と
根
本
的
な
事
故
防
止
策
も
立

つ
は
ず
で
あ
る
。

従
業
員
の
中
に
は
自
動
車
で
通
勤
し
た

り
、
仕
事
の
関
係
で
自
動
屯
を
迎
転
す
る

者
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と

思
う
が
、
こ
う
し
た
知
識
を
従
芸
貝
に
与

え
る
こ
と
も
そ
の
対
策
の
一
つ
と
な
ろ
う

・
人
事
発
令
1

経
営
指
導
員
中
村
隆
英

イ

会
議
所
の
う
ご
き

之

昭
和
四
十
五
年
度

新
年
名
刺
交
換
会
開
催

恒
例
の
当
所
並
び
に
大
和
経
済
倶
楽
部
主
催

の
新
年
名
聖
換
会
は
去
る
一
月
六
日
、
午
前

十
時
よ
り
兵
小
艮
県
知
事
、
奈
良
市
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。当所

か
ら
は
大
森
会
頭
、
河
食
小
山
、
」
局

橋
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
亊
の
他
議
員
多
数
が

出
席
さ
れ
、
中
村
専
務
理
事
の
司
会
に
ょ
り
木

年
の
干
支
、
犬
年
に
ち
な
ん
で
事
務
局
苦
心
の

舞
台
構
成
を
中
心
に
ユ
ー
モ
ア
ー
を
ま
じ
え
て

解
説
が
な
さ
れ
、
次
い
で
大
森
会
頭
よ
り
本
年

の
経
済
動
向
を
中
心
に
挨
拶
が
な
さ
れ
、
終
っ

て
吉
川
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
奈
良
県
知
事
、

奈
良
市
長
の
祝
辞
の
後
、
本
年
の
当
り
年
生
れ

の
方
々
に
吉
川
会
長
よ
り
記
念
品
の
贈
呈
が
あ

り
、
諾
入
り
会
場
は
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し
く

終
始
な
ビ
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
に
盛
会
裡
に

終
了
し
た
。

、

C

指

や

昭
和
四
十
五
年
四
打

、

コ
し
号
西

関
し
て
近
代
化
協
会
(
仮
称
)
の
設
立
計
画
、

工
業
試
験
場
の
移
転
、
新
築
計
画
等
に
つ
い
て

構
想
が
の
べ
ら
れ
、
市
よ
り
は
当
面
の
流
通
問

題
解
決
策
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
が
の
べ
ら

れ
、
当
所
よ
り
中
村
専
務
理
票
今
後
の
経
済

変
動
に
対
処
す
る
た
め
に
も
会
需
も
従
来
以

上
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積
極
的
に
活
動
し
た
い

の
で
関
係
当
局
の
理
解
あ
る
協
力
を
お
願
い
す

る
と
要
望
さ
れ
、
欝
恕
に
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

尚
当
H
の
出
席
者
は
次
の
通
り

県
商
工
課

高
課
長
補
佐

角
辻
金
融
係
長

井
上
診
係
長

市
観
光
商
工
課
川
尻
経
済
部
長

仲
野
課
長

ク

村
田
係
長

ガ

中
村
専
務
理
事

当

戸

和
井
田
局
長

木
戸
課
長

中
村
係
長

、

県
・
市
・
会
議
所

三
者
懇
談
会
開
催
ノ
.

当
所
並
び
に
奈
良
県
商
工
課
・
奈
良
市
観
光

商
工
課
で
は
去
る
一
月
十
六
日
奈
良
ホ
テ
ル
に

お
い
て
当
面
の
事
業
計
画
及
び
昭
和
四
十
五
年

度
予
算
編
成
に
係
る
新
規
事
業
を
中
心
に
懇
談

会
を
開
催
L
た
。

席
上
、
県
よ
り
需
近
代
化
資
金
の
償
還
に

、

商
業
小
売
・
商
業
卸

合
同
部
会
の
開
催

C

一
月
二
十
日
、
当
所
に
於
て
河
合
副
会
頭
、

中
村
専
務
理
亊
、
商
業
小
売
部
会
よ
り
細
田
部

会
長
外
十
八
氏
、
卸
部
会
よ
り
下
出
部
会
長
外

六
氏
の
出
席
を
え
て
当
所
に
於
て
合
同
部
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
奈
良
警
察
署
管
交
通
課
長
植
平
昌

宏
氏
を
招
ミ
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
万
博
時

交
通
規
制
闇
題
を
取
上
げ
、
植
平
課
長
よ
り
、

万
愽
時
の
車
の
乗
入
予
想
、
規
制
に
つ
い
て
の

説
明
を
拝
聴
の
後
種
々
意
見
の
交
換
が
あ

り
、
当
所
中
村
専
務
乱
よ
り
日
誓
商
鷲

動
が
順
調
に
行
え
る
よ
う
考
感
方
依
頼
L
て
幕

を
閉
じ
た
。

'

、、

と
き
二
月
二
十
四
日
t
二
月
二
十

六
日

と
こ
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
ル

系
老
総
数
四
十
三
名

講
師
0
第
一
日
目

千
代
田
竺
業
咽
人
事
課

係
長
竜
祁
康
弘
氏

0
第
二
日
目

タ
イ
ハ
ツ
エ
欝
教
育
課

西
沢
四
郎
氏

カ
ナ
ダ
万
国
博

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
一
行
来
所

一
月
十
七
日
、
カ
ナ
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ソ
隊
、
ジ

ヨ
ソ
.
ハ
ウ
ル
ズ
氏
一
行
か
来
所
さ
れ
、
当
所
よ

り
小
山
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
事
出
席
の
上
懇

談
さ
れ
た
。
万
国
愽
鈴
木
総
長
の
メ
ッ
セ
】
ジ

と
カ
ナ
グ
国
旗
の
贈
呈
あ
る
和
や
か
な
親
善
の

ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

午
後
一
時
三
0
分
t
四
時
三

0
分

当
所
三
階
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

経
営
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト

師

木
藤
安
之
氏

月
事
務
と
は
何
か

0
第
三
日
目

住
友
電
気
工
業
鵠
人
需

部
長
補
佐
西
田
津
奈
夫
氏

、、

事
務
管
理
講
座
の
開
催

企
業
の
発
展
と
共
に
附
帯
業
璽
あ
る
事
務

は
、
複
雑
多
様
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

一
方
情
報
の
迅
速
、
適
確
な
る
把
握
秀
の

適
正
な
る
処
置
、
總
、
資
料
等
の
合
理
的

な
整
理
が
経
営
上
要
請
さ
れ
、
企
業
の
内
部
に

於
て
は
、
労
働
力
確
保
の
困
難
性
と
相
ま
っ

て
、
作
業
事
務
の
効
率
化
が
要
曾
ら
れ
て
い

る
現
状
か
ら
当
所
で
は
、
事
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
の
基
礎
的
な
講
座
を
左
記
に
ょ
り
開
催

し
ま
し
た
。

受
講
者
の
方
々
は
恕
に
聴
講
さ
れ
、
よ
り

具
体
的
な
問
題
に
入
り
た
い
な
ど
旺
盛
な
意
欲

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

記

一
、
と
き
一
月
二
十
二
日

一
、
出
席
者
四
十
六
名

課
長
を
/)、
UP

ノノノノ

国国
技事事
法務務
改管
善理
のと
た事
務
改の

梱善
壬

、

フー

ーマ

講

ず

財産づくりの新しい積立てシステム.ノ
く野村の積立て

メールサービス>
安心です0野村証券ガ唄宇金局にあなた

の専用送金口座をおつくり
します。

便利です 0お近くの郵便局から、お気
軽に証券貯蓄が楽しめま
す。
0積立て投資専用の便利な専
用通帳を差し上げます。

お得です0口座開設料から送金料まで
費用は、<野村>が負担し
ます。

r
.、ニ

野村証券
奈良支店

奈良市林小路町45
電話奈良⑳船51(代)
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工
業
、
繊
維
工
業
、

醸
造
合
同
部
会
の
開
催

去
る
一
月
二
十
六
日
、
午
前
十
時
よ
り
当
所

に
於
て
、
中
村
専
務
理
事
、
工
条
会
よ
り
曽

原
部
会
長
雛
工
業
部
会
よ
り
富
田
部
会

長
醸
造
部
会
よ
り
今
西
部
会
長
、
外
各
部
会

よ
り
十
九
氏
が
出
席
、
学
卒
求
人
求
職
動
向
と

今
後
の
対
策
を
テ
ー
マ
に
合
同
部
会
を
開
催
し

当
日
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
最
業
安
定
課
津

熊
指
導
官
を
お
招
き
し
、
本
年
三
月
学
卒
の
求

＼
、

求
職
状
況
と
今
後
の
県
職
安
行
政
に
つ
い

ノて
の
方
向
に
つ
い
て
話
し
を
開
い
た
後
、
懇
談

に
入
り
、
活
発
な
応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

と
説
明
さ
れ
、
当
所
側
よ
り
大
型
バ
ス
乗
入
れ

や
三
条
通
り
の
駐
車
禁
止
に
伴
う
商
品
積
下
し

の
考
應
を
要
望
し
た
。

又
バ
ス
協
会
と
し
て
は
璽
が
倍
増
す
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
平
日
よ
り
早
く
発
車
さ
せ
、

コ
ー
ス
も
短
時
間
コ
ー
ス
と
し
た
い
旨
発
言
あ

り
、
又
万
博
会
場
へ
の
直
通
バ
ス
の
運
転
も
考

え
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

県
の
施
策
と
し
て
は
中
西
主
事
よ
り

①
道
路
関
係
に
つ
い
て
②
美
化
親
切
運
動

の
展
開
③
交
通
対
策
と
し
て
火
宮
、
奈
良
坂

駐
車
場
の
設
置
④
綜
合
案
内
所
の
充
実
(
通

訳
の
常
駐
)
⑤
万
博
会
場
で
の
特
別
展
示
(
四

月
十
八
日
よ
り
三
日
間
)
等
説
明
あ
り
。

又
市
の
施
策
と
し
て
川
尻
経
済
部
長
よ
り
、

県
と
歩
調
を
合
わ
せ
近
鉄
奈
良
駅
前
の
整
備
、

歓
迎
塔
の
設
置
、
案
内
図
板
外
国
語
パ
ソ
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
等
述
べ
ら
れ
た
。

又
近
鉄
は
来
客
の
輸
送
を
拡
充
す
る
た
め
六

輔
編
成
に
、
国
鉄
は
十
八
輔
の
増
結
を
実
施
す

る
旨
発
言
あ
り
、
そ
の
他
商
店
街
と
し
て
は
細

田
部
会
長
よ
り
装
飾
に
つ
い
て
、
旅
館
の
予
約

状
況
に
つ
い
て
は
大
東
八
尾
両
氏
よ
り
夫
凌

説
明
を
加
え
ら
れ
た
。

又
奈
良
に
来
る
内
外
客
の
予
測
数
は
平
日

六
、
七
千
人
、
.
ヒ
ー
ク
十
六
万
人
、
五
月
頃
の
シ

ズ
ソ
は
二
土
气
四
万
人
を
見
込
ま
れ
て
お

り
種
々
貴
重
な
意
見
の
交
換
が
あ
っ
て
そ
の
受

入
対
策
の
万
全
を
期
す
こ
と
が
需
さ
れ
元
。

.万
博
受
入
対
策
懇
談
会
開
催

.

万
博
櫻
を
貝
前
に
控
え
当
所
で
は
一
月
二

十
八
日
、
こ
れ
が
受
入
対
策
の
万
全
を
期
す
た

め
、
浦
野
県
警
本
部
交
通
部
長
他
6
氏
を
、
ケ
ス

ト
に
標
記
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
尚
当
所
よ
り

河
合
副
会
頭
他
Ⅱ
名
が
出
席
し
九
。
概
要
等
左

記
の
通
り
。

.

.

.

.

.

.

.

営
の
在
り
方
を
研
究
す
る
た
め
当
所
で
は
祭

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
好
璽
あ
っ
た
。

記

一
、
日
時
一
月
二
十
八
日
(
水
)二

時
!
五
時

.

本
懇
雙
姦
中
村
専
務
器
が
司
会
し
、
先

ず
万
愽
開
催
翔
問
中
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
浦

野
氏
は
「
奈
良
市
内
に
車
が
五
六
千
台
以
上

入
れ
ば
そ
の
流
れ
が
停
滞
す
る
の
で
、
こ
の
場

合
市
周
辺
部
の
警
察
よ
り
応
援
を
求
め
、
駐
車

制
限
や
時
差
流
入
迂
回
誘
導
の
手
を
打
つ
」

.

己一:ロ

一
、
場
所
当
所
2
階
ホ
ー
ル

一
、
講
師
及
び
テ
ー
マ

桝
谷
経
営
合
理
化
研
究
所

所
長
桝
谷
勝
一
氏

0
テ
ー
マ
「
住
宅
生
産
の
工
業
化
と

工
務
店
経
営
将
来
の
方
向
」

一
、
出
席
者
為
建
除
会
々
員
十
五
社

れ
た
。尚

又
建
京
委
員
会
は
二
月
十
日
開
催
さ
れ

主
と
し
て
建
設
構
悲
つ
い
て
種
々
協
議
さ
れ

一
、
相
藍
当
者
大
阪
国
税
局

協
議
団
恊
議
官

,
一
,
^
ー
^
,
ー

二
記
帳
継
続
指
導
の
実
施
一

当
所
中
小
企
業
鴛
所
で
は
、
企
業
経
営
の

上
に
大
き
な
比
重
を
し
め
る
税
に
つ
い
一
＼
明

商
業
小
売
部
会
幹
事
会
の
開
催

二
月
六
日
、
午
後
三
時
よ
り
、
あ
や
め
館
に

於
て
繋
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
細
田
部
会

長
外
十
三
繋
が
出
席
、
歳
末
発
出
し
実
施

帆
告
と
商
店
街
の
万
笈
飾
璽
に
つ
い
て
種

々
協
議
を
な
し
た
。

終
っ
て
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
、
市
、
川
尻

経
済
部
長
、
仲
野
商
工
観
光
課
長
を
迎
え
、
懇

親
会
を
開
催
、
種
々
交
歓
し
た
。

審
査
の
第

審
査
点
数
二
六
八
点
、
合
格
ニ
ニ
ハ
点
、

条
件
付
合
格
三
八
点
、
不
合
格
十
四
点

で
あ
っ
た
。

半
小
工
務
店
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

一

住
宅
産
業
の
発
展
に
伴
う
中
小
工
務
店
の
経

指
導

第
朋
回
珠
算
能
力
検
定
試
験

標
、
器
定
は
去
る
二
月
八
日
(
日
)
器
さ
れ

た
。
合
格
者
数
は
左
の
通
り
。

イ
'
ノ
ノ

1
G
S
(
国
際
親
善
店
)

認
定
証
書
交
付
ノ
.

所

万
国
榑
受
け
入
れ
対
策
の
一
環
事
業
と
し
て

の
1
G
S
制
度
に
つ
い
て
は
商
工
だ
よ
り
前
号

に
掲
敢
の
通
り
八
十
一
店
を
送
定
い
た
し
ま
し

九
が
、
こ
の
ほ
ど
姦
店
店
内
賀
任
者
の
出
席

の
も
と
に
、
本
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
為
、
 
1
G
S
規
則
、
標
叢
扱
規
程
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
、
引
き
統
き
謄
証
及
び

標
桑
交
付
さ
れ
た
。

受
験
者
数
合
格
者
数
^
合
格
率

会
館
建
設
小
委
員
会
の
開
催

会
館
諺
特
別
委
員
会
の
な
か
に
更
呼
緩

並
び
に
財
務
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
男
委

員
会
は
資
金
問
題
を
中
心
に
第
一
回
を
二
月
七

日
、
第
二
回
を
二
月
二
十
六
日
、
第
三
回
を
三

月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
。
尚
第
一
回
委
員
会

に
お
い
て
亀
田
源
治
郎
氏
が
委
員
長
に
選
任
さ

会

、
゛
"
゛

t

三
級

四
級

五
級

六
級

十
三

六
一

ご
云二三二三四七

昭
和
四
十
五
年
度
中
卒
新
規

採
用
者
激
励
会
開
催

人
生
大
い
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、

専
務
理
事
、
中
村
貞
三

鵠
三
和
銀
行
大
阪
本
店
外
国
部

調
査
役
白
川
保
雄
氏

ガ
藤
井
真
澄
氏

奈
良
Y
M
C
A
英
語
学
校

而

ヒ
寸

了
氏

誠

メ
十

宕

テ
ー
マ
一
'
い
商
業
器
で
万
国
愽

を

一
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
エ
ッ
ク

と
外
国
通
貨
の
知
識

一
、
外
人
客
の
上
手
な
扱
い
方

と
心
構
え

一
三
口

第
四
回
観
光
土
産
品
の

表
示
に
関
す
る
審
査
会
の
開
催

七
・
七
%

三
・
五
%

芸
一
・
0
%

五
六
・
五
%

四
三
・
五
%

四
八
・
九
%

ヒ
四
0

十
三

-
0

二
三

二
九
二

一
、
と
き
三
月
二
日
午
後
一
時

一
、
と
こ
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
レノ

一
、
出
席
者
 
1
G
S
登
録
店
責
任
者

去
る
二
月
二
十
日
、
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、

奈
良
県
観
光
士
産
品
公
正
取
引
協
議
会
(
会

長
、
松
岡
太
郎
)
主
催
に
ょ
り
、
観
光
士
産
品

の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
に
基
き
、
標

記
審
査
会
を
開
催
し
た
。

特
に
今
回
は
万
国
博
の
開
催
の
ヰ
で
あ
り
、

奈
良
県
士
産
品
の
信
用
確
保
と
品
位
の
向
上
を

図
る
事
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

県
商
工
観
光
館
、
栄
本
館
長
外
公
正
取
引
委

員
会
、
関
係
者
ら
十
九
名
の
審
査
員
に
ょ
り
快

重
な
審
査
が
行
な
わ
れ
九
。

オ
し
き
口

、

九
四
三
二
、
ニ
%

万
国
博
外
客
受
入
講
習
会
開
催

風
俗
甜
の
違
っ
た
国
で
生
活
し
て
い
る
、

外
人
観
客
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
あ
た
た
か
く
迎

え
、
奈
良
の
良
き
印
象
を
与
え
る
よ
う
、
商
業

道
徳
を
通
じ
外
人
客
の
扱
い
方
と
心
構
え
、
ト

ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
エ
ッ
ク
と
外
国
通
貨
等
に
つ
い

て
倫
習
を
会
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
1
G

S
盡
店
の
資
任
者
も
多
数
参
加
し
た
。

恒
例
の
標
髪
励
会
は
四
月
六
貝
午
後
一

"
よ
り
、
当
所
三
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
、
各
亊
業
所
か
ら
新
ら
し
く
社

会
人
と
な
っ
た
若
人
達
五
十
余
名
が
参
加
し

た
。
先
ず
、
当
所
中
村
専
務
理
淫
、
「
歓
迎

の
こ
と
ば
」
と
し
て
、

今
日
よ
り
本
当
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る

と
同
"
に
、
社
会
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

奈
良
へ
就
職
し
た
と
い
う
「
縁
」
を
大
功
に

し
て
、
今
後
の
人
生
・
澪
を
自
分
自
身
で
創

り
出
し
、
切
り
開
く
努
力
を
{
忌
っ
て
は
な
ら
な

、
、

4
~

広

中
村
専
務
理
事
が
出
席
し
て
懇
談
、
河
ム
ロ
、
小

山
両
副
会
頭
よ
り
県
内
産
業
事
他
つ
い
て
説

明
、
大
使
よ
り
は
一
一
ユ
ー
ジ
ラ
ソ
ド
の
現
状
に

つ
い
て
栗
あ
り
欝
和
や
か
に
懇
談
さ
れ

、
」
。

ν

奈
良
県
観
光
土
産
品
表
示
に

関
す
る
審
査
会
追
審
査
の
開
催

三
月
九
日
、
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、
奈
良
県

観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
、
常
任
委
員
会

に
於
て
、
松
岡
会
長
外
十
一
名
の
常
任
委
員
に

よ
り
、
前
回
審
査
に
於
て
条
件
付
合
桜
不
合

桜
と
な
っ
た
士
産
品
、
及
び
前
回
審
査
に
米
提

出
の
土
産
品
に
付
き
、
'
署
査
を
行
な
っ
九
。

審
査
の
結
果

出
品
数
五
七
点
、
合
諮
四
交

条
件
合
絡
十
一
点
で
あ
っ
た
。

前
回
の
審
査
に
於
て
条
件
付
合
格
と
な
っ
た

士
産
品
は
、
お
お
む
ね
改
善
さ
れ
て
い
た
。

、

と

三
月
三
日
、
午
後
一
時
三
十

分当
所
三
階
ホ
ー
ル

、

と
こ
ろ

当
所

講
師

一
.
-
y
定
例
税
務
相
談
の
開
催
三

＼
}
,
/
、
゛
、

、

税
の
制
題
は
、
企
ぎ
と
っ
て
大
き
な
製

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
当
所
で
は
毎
月

定
期
に
相
曹
応
じ
て
お
り
ま
す
が
、
一
月
t

三
月
は
左
記
の
通
り
器
致
し
ま
し
た
。
尚
こ

の
袈
は
傘
納
税
の
立
場
に
立
っ
て
の
個
別

相
壁
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め
致
し
ま
す
。
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
当
所
へ
予
告
し
て
下
さ
い
。

相
臂
を
ど
連
絡
致
し
主
す
。

弌
相
談
日

一
月
二
十
日
午
前
碑
t
午
後
四
時

二
月
二
十
日
午
前
十
時
1
午
後
四
時

三
月
二
十
日
午
前
十
時
1
午
後
四
時

る
い
魯
と
正
し
い
、
器
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
標
男
指
導
を
実
施
致
し
て
お
り
ま
す

一
凡
二
月
、
三
月
は
納
税
期
で
も
あ
り

゛
ユ
、
力ま

す
の
で
左
謬
よ
り
決
算
指
導
を
重
点
に
行

い
ま
し
た
。
こ
の
指
導
は
当
所
記
帳
指
導
員
渡

辺
隆
之
及
び
高
木
経
山
蒋
導
員
が
担
当
致
し
ま

し
六

、
0

し

'
ユ
ー
ジ
ラ
ン
ド
大
使
夫
妻
来
所

一

三
月
十
二
日
ニ
ユ
】
ジ
ラ
ソ
ド
大
使
夫
祭

来
所
さ
れ
当
所
よ
り
河
合
、
小
山
両
副
会
頭
、

日
一
月
十
二
日
t
十
六
日

二
十
日
t
二
十
三
日

二
月
十
六
日
1
十
九
日

三
打
二
日
t
十
六
日

一
、
指
漣
件
数
延
九
十
郡

、

ー
し

三
口

20

き記

場

当所

、

階
ボ

ノレ

、

た
0

J.』
/、ー
0

C

21

1及糸及
1及
別



奈
良
教
育
大
学
教
授
木
村
陣
一
氏
に
ょ
る

「
明
日
の
た
め
に
」
と
題
し
、

奈
良
歴
史
の
変
遷
に
つ
い
て
経
明
と
、
若

人
へ
の
希
望
、
稔
べ
ら
れ
た
。

人
間
は
平
凡
な
中
に
も
、
独
自
の
個
性
を
一

つ
で
も
見
い
出
し
、
そ
れ
を
伸
ば
す
よ
う
努
力

す
る
と
共
に
、
自
分
自
身
を
再
発
見
す
る
こ
と

で
あ
る
。
諸
君
籌
「
若
い
力
」
に
ょ
っ
て

0
前
進
す
る
旺
盛
な
意
欲

0
物
事
に
恐
れ
ず
、
怯
え
す

ど
ん
ど
ん
未
来
に
向
っ
て
行
動
す
る

00
前
向
き
の
姿
勢

0
勇
気
と
信
念
を
持
ち
続
け
る

そ
し
て
立
派
に
役
立
つ
社
会
人
に
な
っ
て
世
畏

0

ナ
L熱

心
な
誥
話
を
聞
き
若
人
逹
は
咸
讐
里
で
あ

つ
ナ終

了
後
映
画
鑑
賞
に
移
り
、
何
も
忘
れ
、

楽
し
く
映
画
に
見
い
っ
て
い
た
。

近
鉄
あ
や
め
池
ボ
ー
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
オ
ー
。
フ
ン

四
月
八
日
近
鉄
あ
や
め
池
、
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン
式
典
に
河
合
副
会
頭
か
列
席
さ

れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

当
日
は
わ
が
国
ボ
ー
リ
ソ
グ
の
創
始
者
佐
伯

近
鉄
社
長
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
ら
れ
華

々
し
く
オ
ー
.
フ
ン
し
た
。

.
ず

一

1

゛

宜

■

、
紗
豊
§

"

同
じ
職
拶
に
永
く

他
人
よ
り
も
努
力
す
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
、

心
か
ら
歓
迎
さ
れ
九
。

炊
に
、
徳
田
県
商
工
労
働
部
長
よ
り
、

明
る
く
、
清
ら
か
な
心
を
常
に
持
ち
続
け
、

能
康
で
劇
ら
か
な
人
生
を
、

最
後
に
、
吉
川
奈
良
市
収
入
役
よ
り
、

「
天
は
自
、
b
助
く
る
者
を
助
く
」

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
来
賓
方
々
の
激
励
の
御
言
葉
が
あ
り

一
同
深
V
感
銘
を
受
け
た
。

引
統
き
"
念
講
話
に
入
る
。

子

一
=
△
=
員
消
申
茎

★
新
入
会
員

商
業
小
、
綿
会

公
田
多

◆
松
田
ふ
と
ん
店

奈
良
市
福
智
院
町
ご
一

◆
鵠
ほ
く
さ
ん
奈
良
営
業
所
釡
沢
惇

奈
良
市
小
西
町
二
八
番
地

喜
多
稔

◆
ミ
カ
サ
カ
メ
ラ

奈
良
市
高
天
町

武
野
秀
太
郎

◆
タ
ケ
ヤ
薬
局
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